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序

日本道路公団広島建設局岡山工事事務所は、山陽自動車道の建設に伴い、その予

定路線敷地内にある遺跡について、岡山県教育委員会と協議し、記録保存のため発

掘調壺を実施しております。

1988年度には、富原西奥古墳、 1989年度には平瀬古墳群、 1990年度には白壁古墳

の発掘調査を実施いたしました。

本書は平瀬古墳群、富原西奥古墳、白壁古墳の発掘調査の記録であり、これが埋

蔵文化財に対する認識と理解を深めるとともに、教育・学術のため広く活用される

ことを期待するものであります。

なお、この発掘調査および本書の編集は岡山県教育委員会に委託して実施したも

のであり、ここに関係各位の御尽力に対し、深甚なる謝意を表わすものであります。

平成 4年 3月

日本道路公団広島建設局

岡山工事事務所

所長佐伯博三



序

山陽自動車道は、瀬戸内圏域をむすぶ東西交通の大動脈であり、建設後の交通量

の緩和および文化的・経済的波及効果については図りしれないはど大きいものがあ

ると期待され、各方面から早期建設の要望がだされていたところであります。

こうした大規模開発事業の施行にあたっては、埋蔵文化財の保護・保存をいかに

果たすかが課題になります。岡山県教育委員会ではこのたびの山陽自動車道の建設

に先立ち、関係当局と繰り返し協議、調整を図ってまいりましたが、やむなく記録

保存の処置を講じなければならない遺跡については、日本道路公団・建設省からの

委託を受け、昭和52年度より発掘調査を実施してきました。

今同の第 7分冊には昭和63年度から平成 2年度に調査した岡山市所在の 3遺跡、

平瀬古墳群•富原西奥古墳•白壁古墳について収録しております。このうち平瀬古

墳群と富原西奥古墳は工事着工の寸前に新たに発見されたものであったため、調介

には多くの困難を伴いましたが、学術的に多くの貰重な成果を得ることがでぎまし

た。この報文が今後の地域史解明の資料として、また文化財保護の一助として活用

されることを希望します。

発掘調査の実施・報告書の作成にあたっては、高速自動車国道山陽自動車道建設

に伴う埋蔵文化財保護対策委貝の各先生方から種々の御教示と御指導を得、また日

本道路公団をはじめ地元の方々から、多大な御協力を賜りました。関係各位に対し、

記して厚くお礼申し上げます。

平成4年 7月

岡山県教育委員会

教育長竹内康夫



例 言

1 . この報告書は、山陽自動車道の建設に伴い、日本道路公団の委託を受け、岡山県教育委員

会が発掘調査を実施したものである。
ひらせ とみはらにしおく しらかべ

2. 報告書に収載する遺跡は、平瀬古墳群、富原西奥古墳、白壁古墳である。

3. 発掘調査および報告書の作成にあたっては、「山陽自動車道建設に伴う埋蔵文化財保護対策

委員会」の各位から有益な助言・指導を得た。記して深甚の謝意を表するしだいである。

鎌木義昌（岡山理科大学） 新納 泉（岡山大学 1991年まで）

水内 昌康（岡山県文化財保護審議会委員） 稲田孝司（岡山大学 1991年から）

西川 宏（山陽女子高校） 士井基司（岡山大学 1991年から）

間壁 匝子（倉敷考古館）

根木 修（岡山市教育委員会）

高見 周夫（岡山県遺跡保護調査団）

西岡憲一郎（岡山県遺跡保護調査団 1991年まで）

4. 石材鑑定は岡山理科大学三宅寛教授に、小鉄塊の分析は新日本製鉄大沢正己主任技師に依

頼し、鑑定および分析の結果を得た。衷心より感謝いたしたい。

5. 報告書の作成は、主として整埋作業を岡山県古代吉備文化財センター津寺事務所でおこな

い、各執筆者がそれぞれの調査事務所で製図および原稿を仕上げた。

6. 報告書に記載された高度値は海抜高であり、方位は特に示さないかぎり磁北である。

7 . 報告書に掲載する遺構、遺物の縮尺比率は基本的に共通するが、細部は各遺跡ごとに統一

を図った。

8. 報告書で用いた時代区分は、一般的な政治区分に準拠し、それを補うため文化史区分、世

紀を併用した。

9 . 報告書に関係する遺物、実測図、写真、マイクロフィルム等は岡山県古代吉備文化財セン

ター（岡山市西花尻1325-3)に一括保管している。
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一平瀬古墳群一

凡 例

1 . この報文は、山隔自動車道建設のうち、笠井山隧道工事に先だって実施した平瀬古墳群の

発掘調査の内容を収めたものである。

2 . 平瀬古墳群は、旭川の右岸、岡山市平瀬に所在するが、うち 3基の横穴式石室をもつ小古

墳が調査対象となった。

3. 発掘調査および報告書の作成にあたっては、例言にも記したように、山陽自動車道建設に

伴う埋蔵文化財保護対策委貝の各位から有益な指導• 助言をいただいた。重ねて、深甚の謝

意を表したい。

鎌木義昌•水内昌康•西川宏• 間壁匝子・高見周夫

根木修•西岡憲一郎•新納泉• 稲田孝司・士井墓司

4. また自然遺物および副葬品の一部については下記の諸氏に鑑定• 同定を依頼し、ご教授を

得、鉄塊については付載としてこの報告書に掲載している。記して惑謝の微意を表するしだ

いである。

石材一三宅寛（岡山理科大学教授） 鉄塊ー大沢正己（新日本製鉄株式

会杜 主任研究貝） 陶磁器ー大橋康二（九州陶磁文化館資料係長）

5. 発掘調査は、 8誌抄に記したとおり、平成元 (1989)年12月1日から平成 2 (1990)年 3

月までの約 4 ヵ月間を要し、岡山県古代吉備文化財センター職員葛原克人•井上弘•井上篤•

大智浩、および藤岡耕一調査補助貝があたった。

6 . 報告書の作成にあたっては、遺構の図面整理・製図には主として葛原があたったが、その

間、藤岡耕一• 田中淑子・永田知奈美・仙田智美など各氏の助力を得た。

7 . 遺物の実測は、正岡睦夫調査二課長のもと津寺事務所で行われた。平瀬古墳の遺物につい

ては高畑知功課長補佐の指導のもとに近藤明子補助職貝があたった。製図については、上器

類を川崎康代・鉄器を井上弘・ 玉類を柴田英樹が担った。

8. 遺物写真はすべて、当時、岡山県古代吉備文化財センターに勤務していた政田孝氏の手を

わずらわしたが、レントゲン写真については、岡山理科大学浜田穣助教授にお願いしたもの

である。

9 . この小報の執筆ならびに編集は、葛原克人が担当した。

10. 出土遺物をはじめ図面・写真類は岡山県古代吉備文化財センターにおいて保管している。
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1. 調査経過

1 . 調査経過

1989 (平成元年） 10月末日、岡山市平瀬地区を自からの管轄におく日本道路公団広島建設局

岡山工事事務所の当時岡山東工事長であった石井義孝氏は、この地が隧道の坑口に当りしたが

って工事着手を急ぐ必要があったため、同僚数名と現地視察を行っていた。その際、竹藪のう

っそうと生い茂るなか人工的に積まれたと思われる巨石に気づき、さっそく岡山県教育庁文化

課へ古墳の石室であるかどうか確認して欲しい旨の連絡を入れた。これをうけて県文化課伊藤

晃課長補佐らが現場へ赴き、指摘のあった物件はほぼ誤りなく横穴式石室の天井石であること

を確認した。のち岡山県古代吉備文化財センターの葛原克入調壺第二課長および井上弘同課長

補佐らも参加して現地踏査を重ねる。この種の古墳は単独墳で存在するよりも数基ないし十数

基によって群集する傾向があるので、用地内の分布状態に意を注ぐ必要が生じたのである。は

たせるかな、竹藪であったがゆえに大地に根ぶちの張りめぐった表士をバックホーで剥ぎ取っ

たところ、天井石はむろんのこと測石の大半をも抜き取られた横穴式石室の残痕が新たに 2基

も確認されるところとなった。さらに用地外の東にももう一甚マウンドらしい形状をなした所

があり、南方にもかつて横瓶と思われる須恵器を出土した地点がある、と伝えられる。とりあ

えず、このたび発見された用地内の古墳を小字名にちなみ平瀬古墳群と名づけ、南から北へ順

次 1号墳、 2号墳、 3号墳と呼称して、以下、発掘調査の結果を報告することにしたい。

このように、岡山県遺跡台帳にも、岡山市埋蔵文化財分布図にも未登録の物件で、工事関係

者の手によって不時に見出された古墳群であるから、いうまでもなく 1989(平成元）年度の発

掘調査の対象にはあがってはいなかった。当然のことながら発掘を実施する県文化財センター

としては、すでに年度中の発掘計画と人員配置を終えているので、新年度事業のなかにこの古

墳群の調査も付け加えるべきだと考え、そのように希望した。ところが、道路公団の立場から

すれば、あらゆる工事のなかで隧道工事が最も時間を要するのであって、どうしても本年度中

いっぱい坑口部分が凍結されるのであれば以後の工事工程にまったく見通しが立たない、とい

う。議決機関であって契約事項を司どる県文化課は、執行機関である県文化財センターとのは

ざまにあって解決の途をさぐるが、妙案のあろうはずがない。年度内の既定の発掘調査が工程・

人貝配置など、どの条件をとりあげてもきわめて厳しいものであったからである。にもかかわ

らず、県文化課からは県文化財センターに対して、何とかならないかと再三にわたって無理を

承知で要請かあり、対応せざるをえない状況となった。県文化財センターの専門職員はそれぞ

れに岡山ジャンクションの予定地内である津寺遺跡において、懸命に発掘調査に取り組んでい

る。誰一人として新事業に振り向けるゆとりなどないのである。そこで、平瀬へおもむくとす

れば、直接現場をもっていない総括担当の課長自からと、苦しいながらも 1班に 2名の専門職
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一乎瀬占用群一

貝のいるところから出向させるほかなく、とり あえず、葛原調査第二諜長、 Jj:上弘I司課長補佐、

井上篤文化財保漫t任、それに藤岡耕一補助員でもってことに当ることとした。以下、 LI誌．抄

に掲載するとおり、井上課長補佐は Hならずして本来の律寺遺跡のもち場に復帰して業務にた

ずさわり、途中から中［モl横断道関保の調査を終えた大智浩文化財保没主tが新たに加わって主

に2号墳の調査に専心し、井上篤文化財保ill£任は右足半月板損1島をきたし入院加療に入るな

どの出来事もあって、文字どおり悪戦苦関の調在となった。

なお、網在開始時点においては、知れ部局から当センターヘ出向していた土木部技師の垣内

一也、 i原俊この両氏によって測は杭の設置作業がなされていたので、溝介時での各測点の位閤

確認にたいそう役立った。深謝いたしたい。また、調在終了まぢかになった1990(平成 2) 年

3月になると、 2サ項床面から玉類多数が出士したのを機に、床面のtすべてを t嚢袋につめ、

集め、金山谷111からりlき込んだ寒中の冷水でもって土砂粒の選別を開始し[類の採梨につとめ

た。 t嚢袋の数は230袋を越え、洗浄後の渇水がもとのIllに戻って F流から苫情が入るなど、こ

の作業もまた難渋をきわめたが、どうにか全体の 8 割はどの洗い作業を終え、—•定の成朱をあ

げ、残る50袋ばかりを文化財センターヘ持ち帰ることとなった。その後は埋土の洗浄作業に乎

井典子さんたち女性職員が寸暇を惜しんで当り、その結果、さらに多数の E類を採庄すること

ができたのである。ここにようやく小報を刊行するはこぴとなったことは、ご芳名を列記しえ

ないが、多くの関係者のご理解とご協力の賜である。

1 中山3号貝零 2中山2号貝虞 3 :Ii津八幡4干谷.1跡 4酒津永よ遺跡 5菅生小竿校裏ぃ遺跡 6三田厳布縄 1二子lヽ号墳 8矢蜀古噴屈A 9矢昂古墳
屁B 10矢畠大坑遺跡 II矢部具田遺跡 12矢墨虚越遺跡 13津寺叢境』跡 14芍也内遺跡 15 it包内3号項 16前包内ヽ -1号項 17後叫勾古噴 •8 黒住遺踪•雲
内遺躊 19爾崎天神遺翔 20三手・潰寺遺跡 21属塚遺蒻 22政所遺跡 23富原西奥古噴 2ヽ富11大池具山ii菖 25田益遺樽 26白畳古墳 27平濃古墳II

第 1図 山陽自動車道内遺跡分布図 (S= 1 : 300,000) 
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I . 調査経過

発掘日誌抄

1989 (平成 1)年

12月1日（金）晴 北端の 3サれの辺からユンポー

で表土掘削を開始。

12月2日（土）曇 南端 1号坑付近まで表 tを判ぎ

取る。偽原立会。

12月4日（月） 晴 1号坑.3号閉一石室内の埋

.t、石の排除。

12月5日（火） 晴 l号坑ーli室内埋 tの除去、

奥岐・側堕の検出。3号墳一石室内の埋 tと石の除

去，

12月6日（水） 晴 2号墳一破壊壊の消掃、西峡

の一部を検出。 3号墳一石室内の-1iの排除。グリッ

ドの設定

12月7日（木） 曇 2号墳一石室内の排 I::.。3号

用一石室内の排土 グリッド杭の設営。

12月8日（金） 晴 2号墳一石室内の排 I::.と西峡

の検出。 3サ墳一石室内の石と土を除去。

12月11日（月） 晴 l号墳一周辺の消抽。 2号墳

一石室内の掘り下げ。 3 号培—·1i室内の掘り下げ。

12月12日（火） 晴 l号培一石室内の掘り下げ。

2号墳一石室内の掘り下げ。 3号墳一墳丘の石材

抜痕をさがす。

12月13日（水） 晴 1号墳一石室内の掘り下げ、

土器片 •小石の散布する面まで進む。 2 号項ー石室

内の掘り下げ、小石の面 を検出する。 3 号墳—m

丘の消掃。

12月14日 （木） 雨のち晴 2 号墳—床面の検出作

業。

12月15日（金） 晴 1号墳一墳丘トレンチ掘り下

げ、石室・床面の検出。 2号墳ー床面 ・礫の検出作

業。

平瀬古墳群遠景

12月16日（土） 晴 lサ珀ー用丘トレンチ掘り下

げ、石宅内の掘り下げ、 礫の検出作業。

12月18日（月） 晴 lサ墳ートレンチ掘り Fげ．

床面の検出作業。 2号墳一床面の礫検出作業。 3号

墳ートレンチ掘り下げ

12月19日（火） 晴 1号用ートレンチ掘り Flt、

床面礫の検出、須恵器の検出。 2号れ一床面礫の検

出" 3号墳ートレンチ掘り下げ。

12月20日（水） 晴のち曇 1号瑣ートレンチ掘り

Fげ、 床面の検出作業。 2号墳一床面の検出作業。

3号墳ートレンチ掘り下げ。

12月21日（木） 晴 1号墳ートレンチ掘り下げ、

床面の検出、写真扱影。 2号墳一床面の検出作業、

トレンチ掘り下げ。

12月22日（金）曇 1号墳一石生内の割付、実測。

2号墳一床面勅石の検出． トレンチ墜面の消柚。

12月25日（月） 晴 1号坑一石室内の実測。 2号

坑一勅石の検出。 3サ墳ートレンチの清掃。

12月26日（火） 曇 1号墳一石宅内の実測。 2号

墳一床面の検出作業、 トレンチ墜面の清掃。

12月27日（水） 晴 1号墳一石室内の実測。 2号

墳一床面の検出作業、 トレンチ墜面の消掃。

12月28日（木）晴 仕事納めの式。井上課長補佐の

勤務元に復する。

1990 (平成 2)年

1月4日（木）晴 仕事始めの式C 大智浩文化財保

設七事が本日より消仔，

1月5日（金） 晴 所内会議、 整理作業。

1月8日（月） 晴 1号墳ートレンチ掘り下げ、

石室内平面実測。 2号墳ートレンチ掘り下げ、割り

付け．石室南断面実測。

1月9日（火） 曇のち雨 1号墳一石室内乎面実

測、トレンチ壁面清掃。2号墳ートレンチ掘り下げ

及び壁面清掃、石室南断面実測、石室内乎面実測。

1月10日（水） 雨時々晴 1号墳一石室内乎面実

測、トレンチ消掃。 2号墳ートレンチ掘り下げ、石

室北断面実測、石室内平面実測、トレンチ壁面消掃。

1月11日（木） 晴 1号墳一石室内平面実測。 2

号墳一石室内平面実測、石室南断面及び北断面実

測、 トレンチ掘り下げ。
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一平瀬古墳群一

1月12日（金） 雨のち晴 1号墳一石室内平面実

測。 2サ項ー ,fj宅内平面実測、石室見通し実測、ト

レンチ掘りFげ。

1月13日（土） 鴫 2号項ー石室見通L実測｀ト

レンチ掘り下げ。

1月16日（火） 晴 l りm —石室内平面実測、 fi

宅見通し実測、サプトレンチ掘り下げ。 2号坑一石

屯内平面実測｀イi字一見通し実測、トレンチ掘り下け，

1月17日 （水） 晴 l サ項— .fi宅束断面見通し実

測｀サプトレンチ掘りrげ， 2号項ー石室内平面実
測、 トレンチ掘り Fげ。

1月18日（木） 曇 lら；-項ートレンチ断面の層位

線11、7J-rH餞影、用斤検出。 2号項ートレンチ断面

の肘位線•jl 、 1f-A撮必、実測。 3 号墳一床面掘り下

げ^

1月19日（金）雨 宰内祭埋作業，

1月20日（土）晴 l号墳ートレンチ 2・3の断面

実測、 用丘検出 2り項ートレンチ2掘り下げ、ト

レンチ 3断面実測。 3サ項ー床面掘り下げ。

1月22日（月）晴のち曇 Iサ項ー遺物万真撮影、

レペルiじ人、取り tけ、坑斤検出、西トレンチ断面

検叶、イi宅内掘り下げ。 2サ墳ートレンチ掘り下げ、

項丘検Ill、イi室内平面実測。 3号用一床面掘り下げ。

1月23日（火）曇 1号項一石室内西半床面検出、

れ丘検出、トレンチ断面実測、トレンチ士層名記入。

2サれートレンチ掘り Fけ、 坑丘検出、石室内平面

友測。

1月24日（水） 晴時々雷 l号墳一石室内全面床

面検出、 tnii:検出、 トレンチ断面実測補足， 2号m
ートレンチ掘り下げ、項丘検出、 ,{j室内平面実測｀

トレンチj-_Jtl線引、．が真撮影。

1月25日（木） 晴 1号墳一石室内床面検出、墳

斤検出。 2号用一培丘検出、石室内平面実測、トレ

ンチ7J-1i-様影、 断面実測。

1月26日（金） 晴 1号墳一石室内床面検出、石

宅全製悌影、 項丘検出。 2サ墳一墳丘検出、石室内

f面実測、遺物7J-頁撮影。

1月27日（土） 晴 与内整理作業，

1月29日（月）雨のち曇 略理作業，井L篤文化財

プトレンチ掘り下げ。

1月31日（水）雷 所内会議c

2月1日（木） 曇 1 -3号培ーてかき lサ用

一項Ji:検出、遺物実測。 2号項ー床面実測、サプト

レンチ掘り下げ。

2月2日（金）晴 1り項ー培丘検出、遺物実測。

2 サ用——床面実測、サプトレンチ掘り下け

2月3日 （土） 雨幣理作業

2月5日（月）晴 1 -'J-t/t —遺物実測、 墳丘検出C

2サ!ft-—礫床とりはずし、坑丘検出。

2月6日 （火） 曇のち晴 1号項ー遺物実測、遺

物1f.A撮影。 2サ項ー ,fj宇内サプトレンチの掘り F

げ、セクション実測、 m丘検出m
2月7日 （水） 晴 lサ用ー遺物実測、項丘1j.真

撮影- 2サ用一床面礫床検出.Jtt丘検出。

2月8日（木） 曇 l サ用ー墳丘測鼠。 2 サm —

用丘検m、床面礫床検出。
2月9日（金） 晴 1号項ー割り付け。 2号用一

床面礫I~検出、用斤検出、床面掘り Fげ

2月10日（土） 曇 2 号用—礫床実測、床面掘り

下げ、項Ir.検出

2月13日（火）晴 2号用一床面消掃、'、j.真様影、

用丘検出 3サ!J't-1-レンチ掘り Fげ。

2月14日（水）曇時々雨 2サ用ー床面礫床実測、

床面の掘り下げ｀項丘検出。 3号用ートレンチ掘り

下げ。

2月15日（木） 曇 2号項ー床面礫床実測、床面

掘りト―げ、 m斤検出 3号墳ートレノチ掘り Fげ、
トレンチ限面'lj.真捻影。

2月16日（金）晴のち曇 2号項ー床面掘り Fげc

3サ墳ートレンチ掘り下げ、トレンチ壁面写真撮影。

保護ヤ＿任本Hから通院、 休暇に入るC 平瀬3号墳

1月30日（火） 晴のち曇 1号項ー石室内出土遺 2月17日（土） 晴 1号項ー L面プラン実測。 2

物実測、用丘検出。 2l}tJ'l-1i室床面実測、項丘サ サ用ー出 t遺物実測、床面掘り下げ、打斤検血 3
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1 . 調介経過

サ!Ji-I-レンチ限面祈掃、セクション実測。 1j. 真様影。 3サ巧― ,{if実測、掘り Jj検出，

2月19日（月） 雨 lサ坑一軍機による盛土の掘 3月11日（日） 晴時々曇 悴埋作業。

り下け 3月12日（月）晴時々曇 2サ坑ー出土遺物’又測、

2月20日（火）晴 lサmー掘り方の検出。 2り 遺物取り上げ 3 サm —イi屯実測、掘り h検出，

tJ1:一床面掘りrげ、 tJI:斤検出 3月13日（火） 晴 2サれ一遺物出土状況実測、

2月21日（水） 晴 l り,tft —掘り力の検出C 2サ 追物取り上げ。 3サtJI: ,(i・全文絹、掘り方検出，

m―床面掘り↑―げ、 tJI:丘検出、培丘'Jj.貞節影。 3月14日 （水） 晴のち曇 2サ用ー閉塞石実測、

2月22日（木） 曇 I -l}.t/1一掘り方の検出、掘り 掘り下げ、 1:.面プラン実測n 3号用一石室実測、掘

}j掘り下げ 2 IJ·tft —床面掘り下げ、れ丘測姐， 3 り方検出。イi宅内排 t水洗

号墳ーサプトレンチ掘り Fげ- 3月15日（木） 晴 2サtft-j旦物出土状況実測、

2月23日（金） 雨 悴埋作業 L面プラン実測 3サれ一 fif実測。石宅内排,-.水

2月24日（土） 曇 [{J-tft- I:. 面プラン実測、掘 洗c

リ方掘り下げ。 2サ用一床面掘りドげ、遺物'kJIIJ. 3月16日 （金） 晴 2号用ー遺物出土状況実測、

3号坑ーサプトレンチ掘りト―げ、 Jfi:丘検出。 I:.面プラン実測.ifi:物取り上げ 3り墳一石室実測、

2月25日（日）雨 幣埋作業 床面掘り下げ。 ,{j*内排t水洗。

2月26日（月） 曇 lサ用ーヒ面プラン実潤、掘 3月17日（土） 晴 2号用ー遺物出 t状況実測、

り方掘り下げ。2サm―床面掘り下げ、セクン ョン L面プラン実潤、 1J.A船影遺物取り上げ 3サtft-

実測 3号tJt-—サプトレンチ掘り下げ、れ斤検/1\ 。 イi宅実測、写真掬影、 1.-R面掘り卜'If。

2月27日（火） 曇のち晴 l号墳一掘り }j掘り f 3月19日（月） 晴 2サtf!一迫物出 t状況実測、

げ， 2 号用—{機による盛土の掘り下げ， 3 ササt J-. 面プラン実測、 'lj.r¥撮影、 イi室補測。3サ用 イi

サプトレンチ掘り下げ、用斤検出、坑丘セクション 寄実測。

実測・掘り下げ。 3月20日 （火） 晴 2 lj冴i-J:: 面プラン実測、掘

2月28日 （水） 晴のち曇 1号tft― ,(j宅上而'lj.ff. り方実測。 3サ用ーイi宅実測、床面プラン実測。

撮影。 2サ用一承機による盛土の掘り下げ 3サ吊 3月22日（木） 晴 2サれ一掘り方実測、潟代終

一tJt丘の検出。 r。3号れ一l:.面プラン割り付け。
3月1日（木） 雨 幣理作業 3月23日（金） 晴 3-¥}tft-I:. 面プラン実測。実

3月2日（金）雨のち曇 1号項ー補測。 2サ用 舷報告作成。

一掘り方掘り卜げ' 3月24日 （土） 曇時々雨 3号坑ー I:.面プラン実

3月3日 （土） 曇時々雨 l号tJI:一補測- 2サれ 測。

一掘り方掘り Fげ 3月26日 （月） 晴 3サtJI:-―上面プラン実測、イi

3月5日（月）晴 1 号項ー補測。 2 号培 —掘り 宅セクション‘だ測

方掘り下げ｀セクション除去。 3月27日 （火） 晴 3サtJl:-1:頂iプラン実澳l、iF._

3月6日（火） 晴時々曇 1号墳ー補測を加え潟介 機による盛i・.(l)掘りドげ

終了。 2号項ー掘り方掘り下け。3号墳ー:fj=i{令~ 3月28日（水） 雨 幣埋作3

り付け、墳丘検出。 3月29日（木）曇 炉理作業、

3月7日 （水） 曇時々雨 2号mー掘り方掘り f 撤収作業

げ。 3号墳ー“室内の割り付け、項丘検出。 3月30日（金）晴 炉理作業。

3月8日（木） 鴫 3号墳一石室割り付け、墳丘 3月31日（土）曇時々雨 所

検出、石室実測。 内会議C

3月9日（金）晴 3サ墳一墳丘検出、墳斤実測、

項丘写真鉗影。

3月10日 （土） 晴 2サ用一床面（遺物出卜状況）

石儀 (2号墳坦土から）

-13-



一平瀬古項群一

2 . 位固と 環境

ここに報告する、横穴式石室を内部t体 とした 3基の後期占用は、岡1l1rli平瀬地内の山据に

所在する。いま平瀬の漢字を芍て、ヒラセと呼ぶが、 ff令制下においては比良之（ヒラ シ） と

呼称された枚石郷から変化した字名である点をあらかじめii:在しておきたい

まず周辺の自然地理的な棗境から述ぺれば、付訳する場所は、中国山地にi栢を発して南流す

る大河旭Illが東西両脇の翡い山並を離れ、狭枝にいうところの岡Ill平野に突入するあたりにほ

ど近い西岸にあたる 。 r和名抄」に従うと、 fl~令制ドには牧イi、I貨世、出,{j、御野、伊福、 iじ剛

などの諸郷をふくむ備前国御野郡に屈していたこととなり 「111t;かし」の国造本紀に見えるいわ

ゆる吉備10国造のうちの、 三野國造の本貫地の一fりと考えられる。

御野郡の地勢は、東が旭Illで限られ、北は束から西へ’ぷ谷Iii、金,,,、笠井Illなど標高300-400

m前後の山々が連なり、さらにその西にもキIlll I I、ダイミ IIJ、烏[((など各t峠から派生した標

裔100致10mの尾根状山塊が延ぴ連なって全体として領城の北辺を遮る。西は南流する笹ヶ瀬川

によって画され、南は瀬戸内に面する。とくに南の平野は広大かつ肥沃で早くから開け、一般

には三野平野と呼ばれる。この地は対岸束の上道平野とともに吉備領域のなかでも最も重要な

農耕生産の場であって、したがって著名な遺

跡が密集する，

で、津島束の朝税鼻貝塚からは中津式に似た

Mi肖縄文土器や彦崎KI式ないしKIi式にち

かい土器片がかなり多鼠に採比されている。

このころには、はとんど同時に111問部にとど

まらず沖積平地への定住生活が開始される。

津島岡大遺踪第 3次調企によって、縄文時代

後・晩期の幅約25mを測る河道が検出され、

その緑辺では堅果類を貯蔵した土横数10基が

掘り出されて彦崎KIi式の完形深鉢や西H本

においては初例の朱漆塗り竪櫛が見つかって [t ~~-
と—

いるばかりか、河道からも装身只であるH栓 巨 —ーニ
50Km 

が出土し、柱穴と思われる小.fL約600個と赤化 第2図乎瀬古墳群位置図 (S=I: 1.500.000) 

-14-
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2 . i,、i:ili.と環境

した地床炉2基なども検出されている。これらは内該期の集落の存在とI芸技術水準がしだい

に高まりつつあったことをうかがわせるものである。この遺踪から南へ約4_5km局たった岡山大

学医学部の鹿HIキャンパスにおいても歯学部建設に伴う事前発掘によって．縄文時代後期前平

の土器片が微',l:ながらも採知されており、少なくとも鹿田地域までは間違いなくすでに陸化し、

この地域では沖栢平野へむかって定住化をめざす動きが縄文時代後期にまでさかのぼることを

推察させる。沖栢平野が新たな牛活の舞台になりつつあったことは問迫いないであろう。

縄文時代晩期、突帯文が主流となるおよそ紀几前400年を相前後するころには、水稲耕作が始

まる＾江道逍跡で見つかった水HI跡は現在のところ岡山県下最古のものであって、のち稲づく

りは急速にひろまり、ひき続いて弥牛時代前期削‘化の水田跡が津島遺跡で検出されている，微

翡地Lには竪穴住居が営まれ、その緑辺を水田として開田したことが判明している。その後も

この集落は一貫して母村としての位置を占めていたことが、弥生時代中期・後期の遺構や遺物

の出 tによって、確認されている。その他、弥生時代前期から始まる集落遺跡としては南方蓮

田遺跡が知られているが、この集落はむしろ中期初めごろに盛期をむかえたようで、おぴただ

しい数の土煽墓が検出され、すさまじい人口増加のあとをうかがわせ｀罠耕牛ー産の高まりを裏

づけている。しかしまだ、いずれも同じ程度のt堀砒であって卓越した単独墓はみられない。

そして中期の後半、およそ紀元前後のころに入ると、鹿田遺跡や上伊福九坪遺跡で検出された

ように、注Hにffiするガラス滓が伴う。農耕生産の高まりを基礎として、農耕生産からわかれ

第3図 御野郡の地勢と遺跡(S=I 

-15-

はしめた分業j::_産がこの分野で一定度の進

展を遂げつつあったのである。弥生時代後

期にいたると、 _>Ji時の海岸線ちかくに営ま

れた市民病院遺跡であきらかになったよう

に、上器製塩が盛んにおこなわれる。塩づ

くりもまた、前代にひきつづいて泊実に量

首長層の台頭いちじるしい地帯と埋解でき

るもののいずれも比較的に小規校なもので



一平瀬占J:/I群一

ある。前方後円項の原片111占項は墳長約55mをはかり、前方後方項である都月坂 1号用が!fl:ff 

33m、同じ形の七ツi丸lサtftは項長45.lmで、前方後方用の津倉古墳も墳長35mの計測値をも

ち、なお首長間相互の格差は小さく、政治的 ・社会的関係が等質的なものであったことをホし

ている。のち、これらの首長層を統一した姿としてあらわれたのが沖積地に築成をみた大形の

前方後円項、神宮寺山古墳である。墳長約150mをはかるこの大形前方後円墳は、前方後円用の

変遷を10期区分にした場合の、 2期ないし 3期に築かれたもので、周濠を伴わず、造出も無〈、

多数の鉄製農具や武器だけをおさめた副葬品埋納用の副室の存在することが判明している。伴

う円筒埴輪は 2次偶整タテハケのものが多く赤色顔料の務布された例もおぴただしい'11:にの9ま

るらしい。旭川西岸における各牒業共同体を統一した支配者の項慕したがって部族共同体の統

治的首長項にふさ わしい規校と内容をもつ、という位置づけに異論をさしはさむ余地はない。

この御野の地域ほでは、この古墳を最後としてその後はずば抜けて勢威をホすはどの前方後円

用は見られず、わずかにその西結に所属年代の定かでない項長約50mばかりのi-'r陵古培が存在

するのみである。少くとも 4期から 5期およそ 5世紀の初葉から前半にわたっては前方後円ift

の築造が途絶え、 6期も終りちかくになって、眉庇付冑を副葬していた項長約65mの一本松占

坑や、 7期に属するれ長約30mの帆立貝式、おつか様古坑が築かれたていどである。このよう

6世紀史をうめる子がかりを

-16-



2 . 位置と環境

与えるものとして一定の意義をもつであろう。

しかしその後も、古代寺院を創建することなく律令社会へとむかう、隆盛・衰微の激しい地

域圏であった。

岡山市平瀬は先にも記したとおり、もと牧石郷に属していたものと思われるが、耕地はそれ

はど広くない土地柄である。東の標高241.2mの宗谷山と西の標高334.Smの笠井山との間に、

平均的にいって幅100mほどの小さな谷地形が形成されてそこに金山谷川という細谷川が流下し、

谷の出口が屑状地形をなす。その南まじかに旭川の右岸堤防が走り、築堤をみなかった古代に

おいては、しばしば氾濫原と化したものと想定されるので、耕地は猫額ほどのものであったろ

う。しかし両主峰の南山裾にははぼ東西を指して 1日山陽道が走り東に進めば牟佐の渡に着く、

巨視的には交通の要路に面するといってよい。旧山陽道と直交する平瀬の谷筋は、束西両主峰

に遮られて日照時間は極端に少く、古墳の占地する立地条件としてはけっして良好な場所とは

いいかたい。とはいえ、この谷が聖地金山寺へとむかう登頂道にあたっている点を見逃すこと

はできないであろう。備前屈指の寺院である金山寺の開基は奈良時代にさかのぼり報恩太子に

よってな含れた、と伝承される。開山の時期はともかく、その前身が山嶽信仰の対象となって

いた可能性が強いとすれば、この古墳群が築かれた土地はゆえなきことではなく聖地への道に

面して築くという、確かな目的に沿っていたこととなろう。

3基の古墳は宗谷山西斜面の山裾、標高25mないし33m付近に隣接して築かれ南端の 1号墳

と中間の 2号墳の距離はごく接近しており 5mも離れていない。 2号墳と北端の 3号墳とはや

や距離をおいてその間約30mばかりである。その他、このたびは建設の用地外になったものの

1号墳の東に隣接して、小規模な円丘がみられる。まず間違いなく後期古墳のひとつと判断し

てさしつかえないもので仮にこれを 4号墳と名づけることとした。また 3号墳の北の用地外に

も開口した横穴式石室 1基が確認でき、これを 5号墳と呼ぶこととした。さらに地元では、少

し南へ隔った平瀬池の池尻付近でも横瓶などの須恵器片多数を出したとの言い伝えがあり、あ

るいはこれまた横穴式石室であった可能性がある。すると、今日までまったく知られていなか

ったこの狭い範囲に 5-6基からなる後期群集墳の一支群が存在したこととなる。そうして、

この古墳群の東、宗谷山の山頂から南へ下る尾根の稜線上や少し低い谷状地形の所に合計10基

の後期古墳が存在することも周知されており、一般に宗谷山古墳群といわれる。御野郡内に築

かれた後期古墳か、他の郷域においてはきわめて希薄なのに比して、牧石郷に意外と多く集中

することに改めて気付くとともに、旭川を挟んだ対岸にある巨石墳の牟佐大塚や耕地の無い場

所に築かれた林原古墳群などとの関連もまた、注視すべき課題になってくる。
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第 5図 平瀬古墳群周辺地形測量図 (S= I : 500) 
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3. 古 墳各説

3. 古 t;t 各 説

I 平瀬 lサ瑣

(1) 墳丘と周堀

はぽ南に開口する横穴式石室を内部t体にもち、古珀群中で最南に位置する 1号墳は、もっ

とも規校が小さく保存状態も劣悪であった。墳丘南端の標高は24.25m、北端で25mをはかり 、

IIJ裾に接して築かれている。本来、小規模であったため調査前には、盛上の邸さを認めること

， 

25m I 

↓ __ _,,__,_~­
ー; ~. -1.' 
ー、一
,,., 
、'・,,.'

ユーエ

0 5m 一第6図平瀬1号墳墳丘図 (S= 1 : 200) 

-19-



一平瀬占れ群ー

はできず、むしろ石室内に土砂がうまって周辺より低い状態にあり、しかもifiと西は後世つく

られた占道によって墳端がはなはだしく損なわれていた。

石室の長軸に対して、直交または乎行する試掘溝を入れて t壌観察した結果によれば、礫混

りの地山層を一定度整地して、石室の石材を据え置くための長方形掘方が一段低くうがたれる。

奥壁ちかくでの上幅は2.9m、下幅2.2mである。掘方の肩部は段を形づくり、試掘溝の東と北

において認められる。地山の上に盛られた墳丘の土層は、束と北では黄灰色粘質士一肘のみで、

西側では二層に分かれ、上附に拳大の礫を混入した微砂質土が載るものの某本的には他の試掘

溝と変わらない。いく屑もT寧にたたきしめた構造とはいいがた＜礫を混人しつつ一拠に盛り

|
 

ー

1

E
 0 
s
z
 

ャ
ヽ
ー

、-I

25.0m 

第 7図

I 
平瀬 1 号墳石室平 •断面図 ( S = 1 

0 100 200cm 

一80) 
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3. 古用各説

上げた惑が強い。この盛tは最も厚い所で100cm、ほとんど55cm未満をはかるにすぎない。なお、

項丘西端の山途部分では、路面下から造成上が水平に堆積していた。

墳端には周堀がめぐり、その幅は東で2.5m強、北で3.5m強を計測でき、深さは0.4-0.6m

である。埋土は墳斤_t_と相迫した黄総色粘質士で礫を含まない。周堀を完掘した結果、墳裾じ

たいは北が裔く南が低い、径9-lUmの正円でない小円墳であることが判明した。

(2 横穴式石室

ほぼ南に開口する横穴式石宅は玄・ 羨の区別のない無裾式で、中央部がやや胴ぷくれした形

状を用する C 奥岐には輻 Im、高さ0.9mの玲む一枚を据え立てる。側岐の方が高い残存状態か

らしておそらくもとはもう—-.{ i を載せて構笑されていたの•ではないかと推察されるが、すでに

失われている。東の側整は、現状で最下段に 7石をみとめ、高さ40-60crnをはかり、 2段目の

イi材 2個を残す。そこでの残存高はl.lmであり、普遍的な横穴式石室の側墜は 3段積みである

ニ
第8図平瀬1号墳遺物出土

状態 (S= I : 50) 

から、この点を考慮に入れても、本来の石室邸は1.5m程度

の低いものであったと思われる。西側限は敢下段のみ合計

5石を残すにすぎず、前端部は欠失している。これら側壁

の材質は奥玲と異なりすぺて粘板岩である。石室の残存長

約 5m、幅は奥で lm、中央部に最大幅があって1.25mの

計測値を示す。

床面には、やや散漫でありながらはぽ全面に拳大とそれ

よりやや小さめの礫が敷かれ、最終床面が礫床であったこ

とを物語る。その直上には中世瓦質士器が散在するところ

から、 2次的な祭祀がおこなわれたことも確実である。須

恵器片はこの礫床に密泊してあるいは直下からも検出され

たし棺台と思われる25cmX 30cm大の角礫が、東側壁にそ

って 4個、中央付近に 4個、拠壁ちかくに数個みとめられ

たが、どれとどれが組み合うのか、そうした関係はいまひ

とつ判然としない。ただ、石室中央部を遮断するかのよう

に据え置かれた 3個の石は特に大きく、少なくとも長さ40

cm以t、うち 2つは50cmを越え｀このラインで木棺の短辺

を支えていた可能性が強い。これら棺台から奥壁までの距

離は2.5m、奥竪付近の棺台と対をなし、西側壁に沿って—

柁が存在したことは、点々と遺存する杭釘の出士状態と照

らしあわせ、ほとんど疑いの余地がない3 また石室の空間
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とやはり棺釘のあり方からして、上記の木棺の東に並置された別の一棺を予測してよさそうで

ある。さらに、石室の手前にも 2棺以上の入る空間があり、棺台がある。小墳のわりに後にふ

れるとおり鉄釘が多量にみられるのは、追葬の数が意外に多かったことを反映しているのかも

しれない。

(3) 副葬品

須恵器• 土師器（第 9図、表 1、図版16・17上段）

須恵器は合計9点を数え、器種は有蓋壼の蓋2・短脚付有蓋壼身 1. 平瓶2. 高杯1・短頸

壼1・大形甕2であり、平瓶4が石室内埋土中から出土したはかはすべて、最終床面である礫

床を取り除いた第 1次埋葬の際の士床に接した状態で検出されたものである。もっとも、羨門

ちかくから出士した大型甕8と墳丘南西の埋土中で見つかった大型甕9とは、副葬品というよ

りもとは石室入口の両脇に据えられた、葬祭供献用の水または酒を貯えた大甕と思われるから、

これまた 1次埋葬に伴うものと見て間違いないであろう。そこで、石室内の埋土中から出士し

た平瓶4の婦属のみが問題となる。平瓶4は、同じ器種の平瓶5とくらべた場合、全体として

ひと回り大きく、頸部に沈線をとどめるなどむしろ型式学的には先行型式と理解できしたがっ

て追葬の際に遊離したものと考えられる。すると、これまで礫床下の埋葬を一括して第一次埋

葬と表現してきたが、実はそこにも新古の関係かありそうである。壼7は短頸とよぶほど極端

に頸が短くなく、胴径もこの種の中では大きくやや古い要素をのこす。また甕9の内面にみら

れる当て道具原体には小さな同心円が看取できるのに対し、甕 8のそれは大ぶりで粗く、甕9

の方が占相を示す。これら 3器種は田辺昭三の提唱した陶邑編年によればT・K43型式に属する

であろう。他の 6点は器形が相対的に小形化しているばかりでなく、すべて自然釉が付着する

という共通した焼成上の特徴によって結ばれ、 T・K209型式の併行期と見られる。およそ 6世

紀第 4四半期から 7世紀第 1四半期にかけて順次追葬がなされた様相を物語る。

のち、土床は礫床によって覆われる。礫床上に密着して検出されたのは早島式土器12・13お

よぴ士鍋14である。早島式椀の高台の高さの差によって若干の時期差をみとめえるが、これら

はおおむね鎌倉時代初期およそ12世紀後半ごろのものであり、その頃、礫床敷きの石室内が再

利用された事実は確実である。だからといって、礫床として整えられたのがその時期であると

は断定しがたい。

そこで注目されるのが土師器杯lO・11の存在である。両者は口径に差があり、胎土も精粗の

違いがあるにもかかわらず、口唇部を丸くおさめる特徴的な共通項がみられ、飛鳥II期およそ

7世紀第 2四半期のころのものと思われる。すでに新たに横穴式石室をつくることなく、追葬

をする慣習も途絶えはじめたこの頃、礫床を施したのではなかったか、類例の増加を期待した

し、

゜
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一平瀬古墳群一

表 1 平瀬 1号墳出土須恵器等観察表

法塁 (cm)

罪 種別 器種 形態• 手法の特徴 色 調 胎 ± 備 考
ロ径 底径 器店

有蓋壼 残存 残存 （内）灰白色、 微粒子の砂粒（長石）
石室左奥棺台付近

1 須恵器 天井部外面ヘラ削り順回り、内面ヨコナデ （古）、 4片を接合、の蓋 9 4 3.2 （外）野灰色 少
端部欠

2 ＂ ＂ 9 1 5.3 
天井部外面ヘラ削り顛回り｀のちヨコナデ、自然釉 内外面とも灰 1 mi;, 前後の砂粒（長 石呈右奥出士（古）、
付党 白色 石）多い 完存

3 II 
短脚
6 83 11 83 16 2 胴上半ヨコナデ、下半ヘラ削り（左）、脚部ヨコナデ

（内）ff灰色、 石匹l）lllD以多下前いの後.礫2の皿（砂長以石粒上）（長多3 2と対をなす（古）、
有蓋壼 （外）明脊灰色 完存

~' 

4 ＂ 平瓶 6.1 
胴径
13.6 
胴上半ヨコナデ、下半ヘラ削り（左）、胴上面に小突 内外面とも明

微粒子の砂粒（長石｝
石呈内埋土中、つく

14 8 起がつく 緑灰色 り丁寧、 1/3欠失

5 ＂ 
JI 5 8 

胴径 残存 胴l:.半ヨコナデ、下半ヘラ削り、内面ヨコナデ、自 （内）明哲緑灰灰色、 外面に 2mm以上の砂 第1次床面（古）｀崩
13 6 7.2 然釉あり （外）暗色 礫が多く目立つ 部欠損

6 II 高杯 10.08 7.75 9.6 
杯部上キヨコナデ、下半ヘラ削I)、脚部ヨコナデ、 （内）暗者灰色、 l -1 5四の砂粒（長 第 1次床面（古）、脚
脚部はりつけ接合 （外）青灰色 石）多い 裾一部欠落

7 II 短頸壼 5 44 
胴径
13.4 
口絃部内外面ともヨコナデ、胴部外面カキ目、底部 （内）野灰色｀ 英ま（1石れ-•英長1.に•石52長.,.,皿）や石(T)強砂や）の粒多砂い（石礫、第 1次床面（古）、ロ

14 6 のみ一部ヘラ削り （外）灰白色 給・屑部わずか欠落

8 ＂ 大形甕 不明
胴径 残存 外面のカキ目は自然釉によって手拓不能、内面当て

（内）青灰色
1 mm前後の砂粒（長 揆門付近、胴部こ．＜

67 2 26 1 道具原体鮮明 石石英）少 一部

頚蔀中央 胴径
頸部に、横 2本の沈線をめぐらし、その間をヘラ書， 

＂ ＂ 不明 き垂線でうめる、内・外面ともヨコナデ、外面に自 （内）青灰色 砂粒ぎわめて少ない 南西坑丘埋土中27.8 62 0 
然釉

10 土師器 杯 11 2 3.7 
口緑の内外ヨコナデ｀外は円滑なヘラミガキ、内面 内・外面とも橙 微粒子の砂粒（長石）

1/4欠損に暗紋、口唇部は丸く王緑状 色 ごく少

（内）橙色'
微粒子の砂粒（長石・ 風化いちじるしい、

11 
＂ 

II 9.8 2.8 内側底部に指圧痕、口唇部は上と同じく玉緑状 石英）少、黒雲母•金 体部1/2、口緑1/5残
（外）明貿褐色

雲母を含む｀ザラメ 存

i2 昂土島式器 椀 不明 5 80 
残存
はりつけ店台はなお一定の高さを保つ

内・外とも淡黄 ごくまれに l四前後 石室内埋土中、高台
1 4 色 の砂粒（長石） つき底のみ

内・外とも灰白
やや大きめ(2mm前 石呈内埋士中、礫床

13 II II 16 2 4 05 外面ヨコナデ、内面わずかにミガキあと、高台低い
色

後）の石英がややめだ 上（新）、体部筏台
つ 1/2残存

雫• 一心ヽ

14 土師質 なペ 34 9 
残存 口絃部内外ともヨコナデ｀胴部指オサエ、外の底部 内・外ともにぷ 1-2lllllll7)砂粒（長 礫床上（新）、ひどく
ll .3 若干ヘラミガキ、外スス付着 い賀橙色 石•石英）中絋 摩耗

-24-



3 . 古墳各説

棺釘（第10図、表 2、図版17下段）

土床から検出しえた小鉄片多数はすべて棺釘であり、総数35本を数える。断面は方形ないし

長方形で頭端部を直角に短く屈折させ、先端を尖らせた形状である。長大なものから極小のも

のまで4種類に分類でき、長さを示せば大は12cm、中が10cm、小が 7cm、極小が4cm。幅と厚

さはそれぞれの大きさに準じてさまざまである。これらは出上状態が散在的で一棺に所用した

総数と見るよりも、消失したい•くつかを考慮に入れて複数棺のものが残存した数と考えた方が

よいかもしれない。

壮材としては、薄い板状のものではなく角材のごと〈分厚い材を用いたことが判る。棺釘 8

には、長軸に対して直交する方位に幾筋もの木目がのこされ、頭部から下約2.6~5.4cmの間に

顕著である。むろん釘の先端は木材を貰通していたに違いないから、欠損した釘先端部を考慮

して、逆に木目の上端までを計測すると 8cmていどとなる。棺材は厚い角材であった。 ・

表2 平瀬 1号墳出土棺釘計測表

番号 残存長(cm) 幅(cm) 厚さ (cm) 頂量(g) 番号 残存長(cm) 幅(cm) 厚さ (cm) 重量(g)

1 9.89 0.96 0.91 15 5 19 3.77 0.99 0.91 9.4 

2 9.92 0.75 0.93 15.6 20 3.69 0 92 0.50 3.2 

3 11.0 0.78 0.67 14.8 21 5學01 0.78 0.51 5.5 

4 11 36 0.67 0.75 13.0 22 5.36 0.78 0.36 2.9 

5 9.97 0.90 0 70 11.3 23 4.95 0.53 0.51 5.1 

6 10.12 0.70 0 72 14.6 24 3 57 0.92 0.58 7.4 
I 

7 8.38 0 78 0.77 13.2 25 4 0 。.81 0.75 5.7 

8 9.34 0 79 0.90 22.2 26 3.16 0.93 0.54 3.5 

， 8.60 0.88 0.78 22 0 27 2 52 0.71 0.75 2 2 

10 8.22 0 72 0.71 11. 7 28 2.55 0.74 0.58 2.5 

11 7.89 0.60 0.85 13.7 29 3.18 0.79 0 77 4.2 

12 5.58 0 53 0.55 4.2 30 3.84 0.90 0.62 5 1 

13 5.11 0 79 0 53 4.2 31 2.96 0.74 0.31 。尋，

14 4 21 0.61 0 77 4.0 32 2.01 0.87 0.44 2.4 

I 15 4.42 
［ 0.42 

0.53 ! 2.7 33 3.15 0.98 0.61 3.3 

16 3.32 1.02 0 76 4.8 34 2.12 0.68 0.52 1.5 

17 2.81 0.69 0.81 2 7 35 3.92 0 36 0.48 1.5 

18 3.83 0.80 1.11 10.9 
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3. 占項 各説

II 平瀬2号坑

(1) 墳丘と周堀

1号用の北に接して築かれた 2号用は、ほぽ南西に開口部のある横穴式石室を内部主体とす

る楕円形項で、この支群中ではもっとも大きい。にもかかわらず、外ix施設としての互石も地

輪も見られない。

墳丘の盛土は原削的には一層、礫を含有した濃黄灰色粘土を積みあげている。背面で二層に

分層できたのは色調の明るさにおいて若lー・の違いが認められたからにすぎず、礫を多量に包含

29m 

＇ 

r戊；
_., 

ヽ』~

-・ :z&O 

--------0 5m 一第11図 平瀬2号墳墳丘図 (S= 1 : 200) 
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一平瀬古墳群一

する点では上・下層ともほとんど差異はない。最小の 1号墳も最大の2号墳も、他の古墳の墳

丘断面にしばしばあらわれる版築状の層序関係は看取できず等しく一挙に盛土がなされた様相

をとどめる。現状でもっとも高く残された盛土高は、地山から約1.95mである。

周堀は2.0-2.Smの肩幅をもって全周するが、背後の山際において幅狭く地山面を深くえぐ

り、両脇にゆくにしたがい徐々に深さを減じつつ幅が広がり、石室入口付近で途切れる。ちな

みに周堀底の幅は0.6-1.0mほどで前面と背面との周堀底の比高差は約2.5mである。周堀内に

は、まず黄灰色粘土がたまりその土は礫を含まないか少量混じる程度であり、部分的にはその

上層に礫混じりの黄灰色粘土が堆稜している。これらを除去したところ、南北約14m、東西約

llm強に復原できる、正面観の広いわりに奥行の詰まった楕円形を呈することが判明した。奥

壁の位渥は、一般的なそれと異なり墳丘の中心になく、奥寄を占めることも特徴的である。 1

号墳と 2号墳の周堀間は 4mを隔てるにすぎないほど近接している。

(2) 横穴式石室

地山を切り込んであらかじめ堀方が成形される。その平面形は長方形を意団しているが、奥

壁あたりの短辺は外にむかい弧状を呈し、掘削高約2mに及ぶ。前而入口に近づくにつれしだ

いに高さは低くなり 5-7mで平坦面に接する。最奥での肩幅5m弱、底幅約3.5mである。

石室の石材は大半が抜き取られ、現状では奥壁一枚と両側の最下段のみがかろうじて残され、

一方に 3個、他方に 4個をとどめる程度まで破壊が及び、入口の形状もしたがって石室全長も

知るてがかりはない。奥に据え立てられた石材は幅1.7mで高さ1.9m、厚さ0.9mほどの巨石で

あり、各側石の幅は大は1.9m小は0.7mで高さはさまざまで必ずしも上端をそろえるような構

築ではなかったらしい。

石室の内法の幅は奥壁付近で1.7m、およそ中央ちかくと思われるあたりで1.9m強をはかり、

やはり胴ぶくれの無袖の構造ではなかったかと推察される。前端部は不明というほかないが、

側壁の一方の延長線上に浅く窪んだ穴 3個があり、これが側壁を据えた跡を示すものと捉え、

奥壁から手前へ8mほどのところにやや乱雑な在り方ではあるが礫床のそれよりも大きい人頭

大の礫がはは軸線に直交するように残されている。わずかな盛り上がりもあってあるいは閉塞

施設の最下部が遺存する可能性を示す。こうした状態に加えて墳丘の等高線の走り具合を考え

あわせると、およその石室全長は 7m以上9m以内の範囲でとらえてよいのではないか、と思

われる。

床面は礫床。とりわけ奥壁ちかくには拳大ないしやや小ぶりの円礫がぎっしり敷かれ、手前

ほど薄くあるいは攪乱されて消滅した状態であらわれた。床面として整えたに違いないこの礫

床の上にはしかし、なんらの副葬品もみとめることがでぎず、後世、鉄釘 1本さえ残さないほ

どきれいに取り去られたか、廃棄されたか、そんな状態を示した。この礫床は実は最終床面で
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26.7m 

0 100 200an — 第12図平瀬 2 号墳石室平 •断面図 ( S= 1 : 80) 
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一乎瀬古墳群一

あることに気づくまでには、それほど時問を要しなかった。おそらく乱掘者も知るよしもなか

ったのであろう、礫床に被覆されて下層の床面と副葬品は、奥壁付近に限定的であったとはい

え、きわめて保存良好なまま残されていたのである。奥壁ちかくでの床の層位を上から順に記

すと、こうである。礫床をつくるため全面にあるいは部分的に暗褐色土 (I層）をわずかに敷

いたらしい。その下層には若干の砂粒を含む黄灰色粘質土 (II層）が認められ、さらに灰褐色

砂質土層 (Ill層）を間層として挟んだ最下層には灰色粘質土 (N層）が見られる。

こうした層序にもとづいて、埋葬順にしたがって記すと、以下のように理解することが可能

であろう。

まず第 1次埋葬は、 N層の灰色粘質土におおわれてその中から出土した副葬品の一群によっ

て、うかがい知ることができる。床面に密着して数個の角張った人頭大とそれよりやや大きめ

の石が残されていた。ちなみに奥壁右奥の 1石は30cmX 30cm大をはかる。奥壁の手前約50-90

cmのところには、大小4個の石があたかも仕切石の役をになうかのように石室幅をさえぎって

横一線に並び置かれ、仕切石の手前中央にも30cmX 20cm大の石 2個と左にやや小さな別の 1石

がある。これらの石はがんらい棺台として使われたものかもしれない。仕切石と奥壁との空間

部には、杯身・蓋杯•高杯•平瓶·諒など合計20点の完形または準完形の須恵器が残され、仕

切石の 1石に接して小刀ーロが見つかったのに加え、仕切石の手前でも平瓶1. 高杯 1. 杯身

1・蓋杯 1などの完形品が検出されたほか多量の玉類と耳環が遺存していた。

装身具である耳環 1・2は断面八角形の特異なもので明らかに一対をなす。両者の出土佐置

は25cmしか隔たっていないばかりか、そこにはまた、首飾りであった移しい盤のガラス小玉が

残されており、被葬者一体分の頭部および頸部の位置を想定させる。これらガラス小玉は紫黒

色の大ぶりのもので仮に玉A群と捉えるならば、いっぽう左奥に偏在する小粒で明度の高い緑

色の小玉群を B群とみなすことができる。 B群には耳環3が伴うように見えるが、これと対を

なすもう一個は特定できない。

次いで第二次埋葬の副葬品は、第II層の黄褐色粘質土にパックされており、いいかえれば最

終床面である直上の礫層を取りはずした直下層に覆われていたのである。この層の出土品中と

くに注目に値するのは、鍔付きの大刀 1口と断面円形の耳環多数である。須恵器の圧倒的多数

もこの層に含まれていた。

最後に、礫敷き床面が形成される。．しかし、この床に埋葬された施設およぴ副葬品は後世の

乱掘によってなにひとつ残されていなかったのである。
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一平瀬古墳群一

(3) 副葬品

須恵器・土師器

蓋杯（第17図、表3、図版18)

蓋杯は19点を数え、うち 1-10は第一次埋葬に伴うものである。平均的にいって口径は13cm

強、器高4cm前後で、体部ヘラ削りは天井部のごく狭い範囲に限られ、総じて田辺編年のT・K

43型式に属する。 8だけは口径・器高とも小さく新型式のものが混入した可能性があり、また

9は、天井部中央に碁石状のつまみを有する壼の蓋と思われるが、壼じたいはすでに消失して

未発見である。 11-19は第二次埋葬面から出土している。しかし、前者の一群とそれほど大き

な差異はみとめられない。 16のみ口径が小さく天井部も平坦で、やや新相の感をいだかせT・K

209型式に入るかもしれない。

杯身（第17・18図、表4、図版18・19)

17点のうち22-24・26-29の7点が第一次埋葬の最下層から出土している。他の10点は第二

次埋葬に伴う。いずれも口径12cmていど、器高4cm内外で、受部の立ち上りは低い。口径器高

とも短小な34をのぞけばT・K43型式の範囲で捉えてよい。

高杯（第18図、表 5、図版19)

須恵質のもの 6点と土師質のもの 2_点、合計8点である。 41は第一次埋葬に伴った唯一のも

ので、長脚二段透しの典形かつ代表的な形状をとどめる無蓋高杯であり、 T・K43型式の古段階

ないしM・T85型式までさかのぼる蓋然性がつよい。本墳の初葬の時期をものがたる注目すべき

資料である。残るすべては第二次埋葬に共伴したものである。 37・38は長脚二段透しの有蓋高

杯。特に注目に値するのが42の短脚二方透しの高杯である。おそらく岡山県南では初めての出

土品であろう。外米品であることは間違いない。杯部の外表の一部や脚部の裏面には漆黒色に

発色したあとが認められ、あるいは朝鮮半島から将来されたものではないかとの疑いさえいだ

かせたが、彼の地のものは脚部の段のあたりに明瞭な突帯をもち、どうもこれとは異なる。列

島内に目を移すと、烏取県・陰田遺跡の出土品中に、長脚二段透しに混じえて短脚のものがあ

り、県下にあっても鏡野町・半硲第 8号墳、津山市・寺山A号墳などに近似した出土例がみら

れる。むろん県北のものは共伴遺物によって若干古相を示すとはいえ横穴式石室導入後も依然

として短脚高杯の系譜がたどれるという点に、留意しておく必要があろう。したがって本例の

二方透し短脚高杯は、 6世紀後半ごろに県北ないし山陰あたりから持ち込まれたか、その影響

のもとにつくられた可能性を想定してよいと思う。 43・44は全体的に小形化し、脚部に透かし

孔をもたない。その編年的位置はT・K209型式の併行期と考えられる。 39と40は土師質高杯で

あり、特に40は大ぶりのもので、これは倒置した状態で検出されたが、杯部の背面に載っかる

ようにしてのも触れる大刀ーロが発見されたことによって、両者が不可分の関係にあったこと
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3. 古墳各説

をうかがわせる。

提瓶（第19図、表5、図版21)

48と50は第一次埋葬に、 49と51が第二次埋葬に伴ったものである。 48は口縁部をやや被厚さ

せているが、他は単調に丸くおさめるか、あるいは50のように口唇に端面をつくり出している。

耳は48・49のものが環状から退化しつつも短く取り付いているのに比し、 50・51ではその名残

りとして突起状に貼付されているにすぎない。上限がT・KlO型式にとどくものはなく、48がM・

T85型式に入る可能性があるとしてもT・K43型式の中での新古の関係を示すものであろう。

壼（第20図、表5・6、図版20)

壼は52~57の 5 点。 57の台付鶴首壼のはかは、胴の張り具合に差があるもののほぼ成形の似

た長頸壼である。 52の肩には円形突起が貼付されている。

平瓶（第20図、表6、図版20)

58の一点のみ。やや小型化した平瓶でT・K109型式に属するようである。

腺（第20図、表6、図版20)

2点のうち59は第一次埋葬に、 60は第二次埋葬に伴ったもので、大ぶりの59はT・K43型式、

小ぶりの60はT・K209型式に帰属するであろう。

台付椀（第20図、表6、図版20)

61はジョッキ用の体部に脚台の付いた器種で、このような供膳用の器種が現れるのはT・K43

型式からである。

要（第20図、表6)

62・63は胴部破片、 64は口縁部である。 63の内面に観察できる当て道具は粘土紐の接合部に

合致して規則正しく動いているのに〈らべ、 62のものは粗い。 64の口縁下には波状文がほどこ

され、伝統的な手法をなおとどめる。

土師器皿（第18図、表 5)

46はじゅうぶんな器高を保ち、口唇に弱いながら段を有し内に暗紋をとどめる。飛烏II期お

よそ 7世紀第2四半期のものである。 45はこれより口径が小さく、口唇の仕上げも単調ではあ

るが一定の高さもあって、時代を下げる要素はなく、 46とはぽ同じころかあるいは若干新しい

ものと見てさしつかえあるまい。 47は鎌倉期ごろの灯明皿である。

装身具

玉類（第21・22・23・24図、表7・8・9・10、図版24)

玉類は合計168点を図示したが、その他、細片と化した数点が含まれている。ガラス玉の出土

状態については先にのべたとおりであるが、形状およぴ色調によって 2分類でき、さらに土玉

がこれに加わって、 3種類となる。 A類は紫黒色を呈し、俗に群青色とよばれる色調を帯ぴ粒
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一平瀬古墳群一

が比較的大きい。これにくらべB類は一般にプルーと表現する、明緑色ともいうべき色調で小

粒である。 A類は 1-66、他に 3点の破片がある。 67-159がB類に入る。ただし116は小粒な

がら紫黒色を呈しており A類の仲問であるかもしれない。118もやや濃い青緑色を呈するがB類

に含めることとした。なお、図示していない破片 7点もこの類に加わる。 C類は土製の玉で黒

色、 160-168がそれであり、他に 3個体分の破片が見られ、合計12点の土製黒玉は粒が大きく、

視覚的にはA類とよく似た効果を与えたであろう。

• 耳環（第24図、表11、図版23)

総数12点である。 1と2は断面八角形という共通性をもち、出土状態もごく接近しており、

2個 1対とみなしてよい。この資料も比較的古い特微を有するものであって、初葬の年代を把

握するうえで注目すぺきものである。 3は最下層面から出土し玉B群に近い位置を占めるとは

いえこれと組合う耳環は不明。 4は外径（上下x左右）と断面径（上下X左右）がほぼ等しい

6とセットになる可能性が高く、両者の出土地点は約 lmを隔てるにすぎない。 5は最小の耳

環でこれと形状の似たものは存在しない。 7は地金の銅が最も太くしたがって重量も最大であ

るがこれと対をなすものは見当たらない。 8は中等位の大ぎさ、地金断面が長楕円を呈したも

のでこの他に類似例はない。 9と10は外径が近似するうえ、太く丸い地金の形状もよく似てお

りあるいは対をなすかもしれない。 11は極細の純銀製耳環で断面が方形にちかい楕円、まった

＜錆は見られない。 12は排土中から見つかったもので出土地点が不明。銅芯金張りでありなが

らほとんど地金が露出している。

以上、耳環12個中で、確実に対となるものあるいはその可能性のあるものは、 1・2と4. 

6と9・10の3組である。したがって耳環を手がかりにした被葬者数は、最低9名という数字

を導き出すことができよう。

武器

大刀（第24図、図版21・23)

1・2は一振の大刀の刀身とその鍔である。鍔 1は下端のせばまる楕円形で上下長9.81cm、

左右の幅8.67cmをはかる。中央には中子の入る小楕円を剖り、表面に 8つの方形ないし台形の

透し穴をうがった倒卵形八窓の型式に属し、縁に銀象嵌をほどこした優品である。縁の両側に

二条一対の溝を切り、その間にC字型文様を刻み、溝と文様に銀線をはめ込んだ造りである。

銀象嵌のある鍔の出士例は県下では本例をふくめ 3例が知られるのみである。 2は刀身。全長

の計測値97.52cmのいわゆる平造り内反刀で鏑はなく、中子は片関造りである。両側から研ぎ出

された刀区の長さは78.5cm、中子の長さ17cm強で目釘孔二つをみとめる。

短刀（第24図、図版21)

3・4・5は短刀一口分の各部位を表現したもので、短刀 5の全長は32.45cm、刀区22.85cm、
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中子の長さ9.6cmをはかる。 3は中子をおおう柄の木目と、柄巻

き金具の残存状態を示し、 4として柄端断面をあらわした。

鉄鏃 （第25固、表12、図版22上• 中段）

類銅鏃の柳葉式のもの 7・8・9・13・14と 長頸鏃の細身

式のもの6・12・16のほか、無茎広身式のもの10・11があり、

残る15・17-24などは先端を欠くものの細身式の茎部と判断し

うる。柳葉式のうち 7・8は鏃身部、箆被部ともに長く 、8は

箆被が短く棘をもち茎に木目を残すので2型式にわかれる。細

身式の鏃もまた、 6のように方頭式に属するものと、 9や16の

ことく圭頭式に入るものとに区分できるばかりか、箆被に長短

の差がある。 19・20・23・24なとは箆被が長く関に棘をつくり

だし茎に木目をとどめるなど、それぞれに細身式の特徴を有し

ている。

刀子 （第25図、表12、図版22下段）

3. 古墳各説

第16図鉄鏃部位名称図

（「効家平古墳

発掘調査報告

書」より）

25-33を掲げているが、 27は断面長方形の形状からして短刀の可能性もあり 、28と33は鏃の

一部かもしれない。完存する25は全長12.78cm、刀部長7.5cm、その幅1.48cmをはかる切り出し

ナイ 7用のエ具と思われる。26・30・31には鞘の木質が付箔・遺有している。

棺 釘 （第25下段 ・26・27図、表12・13・14、図版25・26)

一応34-144までを一括して棺釘として取り扱ったが、多くは断片のために必ずしももとの形

が判明せず、あるいは鏃または刀子の中子などがふくまれている疑いがある。また著しく屈曲

したものは鎚の可能性もあるが、そうした点を諒とされたい。

この古墳の棺釘のうち最大のものは47で、長さ16.2cmをはかり 断面は長方形、その中程の計

測値はl.57cmX0.96cmである。重さ44.3g 0 二番目の大きさのものは長さ10cm前後から12cmぐ

らいで星的には最も多く 48-62などがこの部類に入る，次いで63-73など長さ 8cm前後のもの

が目立つが、先端の折れを復原して考えると上記のものと変わらないかもしれない。62・63に

残る木目の幅は 6-7.5cmでこれらは釘自体の先端を欠損しているので、角材の厚さは 1号項で

見たように 8cm以上10cmに及ぶものであったろう。もとから明らかに頭端を折り曲げた、ある

いは両側に張り出した頭部のある、小形の釘も若干存在する。 109は残存長3.65cm、復原長4.5

cm。110も残存長3.22cmで復原長が4.5cmとなる。

ほぼ90度に折れ曲がったものを仮に鎚として捉えると少なくとも大小の二種類に分かれそ

うである。大は72・78・130、小は103・105・108などである。木棺は、 機能分化を遂げた数種

の棺釘とともに大小の鎚などによってつくられたに違いない。
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3. 古墳各説

表 3 平瀬2号墳出土須恵器等観察表(1)

罪
法塁 (cm)

種別 器種 形態 手法の特徴 色 調 胎 ± 備 考

ロ径底径器高

天井部外面のヘラ削りの方向は逆まわり、内面ヨコ （内）明野灰色、
1 mm以下の砂粒

1 須恵器 杯蓋 13 57 4 55 （多）、 2 mm以上の砂 歪あり、完品
ナデ （外）灰色

礫（やや多）

内外面とも守灰
外面に 2mm位の砂礫

ゆがみ著るしい、完
2 II ＂ 12.76 3 85 天井部外而のヘラ削りは順まわり、内面ヨコナデ

色
が目立つ、まれに 5

品
mm前後の礫

天井部外面ヘラ削り顛まわり、削り範囲狭い、内面 内外面とも背灰
1 mm前後の砂粒（長

3 II ＂ 13.2 4 2 
ヨコナデ 色

石）、まれに 3mm前後 0-冗口ロn 
(7)砂礫

天井部外面ヘラ削り順まわり消ljり範囲は極狭、外
（内）緑灰色、 微粒子の砂粒（長石）

4 II II 13.3 4 2 （外）暗オリープ 少、ごくまれに 1~2 焼成良好、完品
面体部と内面ヨコナデ ｀ 灰色 mmの砂粒（長石）

天井部外面ヘラ削り逆まわり、体部外面•内面とも
（内）灰白色、

1 mm以下の砂粒（長
5 II ＂ 13 85 4 6 

ョコナデ
（外）明オリープ

石• 石英）少
焼成やや良、完品

灰色

6 II II 14 3.9 
天井部外面ヘラ削り逆まわり、体部外面・内面とも 内外面とも灰白 石石12 m•-• 石m石前3英英m後）m少）のの、砂砂ま粒礫れ（（長長に 焼成良好、完品
ヨコナデ 色

7 II II 13.3 4 4 
天井部外面ヘラ削り逆まわり、体部外面・内面とも 内外面とも行灰 石英き1））mめm少混以な、入下3礫-の（長5砂m石m粒の•（石長大 フ9Goロo 
ヲコナデ 色

8 ＂ 
II 
10.24-

3、55天井部外面ヘラ削り逆まわり、全体として小ぶり
内外面とも灰白 石英•長石、茶色0.25

やや軟質、完品
10.62 色 cm、 1 cmの茶色砂

， II II 14.05 4 0 
天井部外面ヘラ削り順まわり、碁石状つまみの径2.1内外面とも緑灰

石のの1礫m•よ石m 前（う英長な後）石黒まの•色れ砂石土に粒英混2）（長m炭入m フ9"ロ" 
cm 色

10 ＂ ＂ 11.9 3、8天井部にヘラオコシ痕あり、ヘラ肖I]り逆まわり
内外面とも灰白 1 mm以下の砂粒（長

フ仁co口o 
色 石• 石英）少

11 ＂ 
II 13.25 4 35 ヘラオコシ痕顕若、ヘラ削り方向は逆まわり 内外面とも灰色

l -1 5mrnの砂粒（長
歪あり、完品

石）少

12 II 

＂ 14 44 3 8 天井部外面のヘラ削りは順まわり 内外面とも灰色
l mm前後の砂粒（長

重ね焼き痕、完品
石）少

13 II 

＂ 13.82 4 1 
天井部外面のヘラ削りは順まわり 内外面ともに灰 1 mm以下の砂粒（長

焼成良好、完品
体部は丸味をもちヨコナデ 色 石）少

14 I/ 

＂ 13.55 4.5 
天井部にヘラオコシ痕、削りは逆まわり体部外面・ （内）明存灰色、 0.5-1 mmの砂粒（長

焼成良好、完品
内面ヨコナデ （外）育灰色 石）少

15 ” ＂ 13.2 4 65 
ヘラオコシのち逆まわりの削り、内面ヨコナデ、自

灰（（白外内色色））暗（（灰半半オ分分白リ））色ー、灰、プ
1-2四の砂粒（長 焼成良好、口緑部欠

然釉あり 石）中 ＜ 

16 II 

＂ 10 8 4 0 
天井部ヘラオコシのち逆まわり削り 内外面とも明青 微粒子の砂粒ごくわ

焼成良好、完品
内面、体部ヨコナデ、自然釉少量 灰色 ずか

17 II II 12 8 4.3 
天井部ヘラ削りの方向不明、狭い範囲に限定、内面 内外面とも秤灰 0 5-2 mmの砂粒（長 焼成良好、口緑部若
ヨコナデ 色 石）多 干欠

天井部ヘラ削り逆まわり、体部外面内面ともヨコナ 内外面とも汀灰
1 ii.Iii以下の砂粒（長

焼成良好~、口緑と体
18 ＂ " 13.47 4.3 石）少、ごくまれに 2

デ 色
n前後の砂礫

部わずか欠
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ー平瀬古墳群一

表4 平瀬2号墳出土須恵器等観察表(2)

闘
法量 (cm)

種別 器種 形態• 手法の特徴 色 誤 胎 ± 伽 考
ロ径底径器和

19 須恵器 杯蓋 13.3 4.1 天井部ヘラオコシ｀削りは順まわり、内面ヨコナデ
内外面とも脊灰

砂粒きわめて少
歪著しい、口緑部欠

色 損

たちあがりは短く、底部のヘラ削りの範囲は狭い、
（（｛半半外内分分））暗青））`緑灰青灰色灰、色色

1 mm以下の砂粒（長
20 II 杯身 11.6 4.05 

削りの方向は逆まわり
石）極少、 2-3mmの 焼成良好、完品
砂礫（長石石英）少

21 ＂ ＂ 11. 74 6.96 4.1 
たちあがり矮小化、受部やや上向き、底部乎坦、ヘ 内外面とも灰白

白色小砂>tJL 焼成良好ラ削りは逆まわり 色

たちあがり内傾底部は凸凹、底部ヘラ削りは逆ま 内外面とも灰白
微粒子の砂粒（長石）

焼成良好、受部若干22 II II 11 4 4 2 少．まれに 1mm前後わり 色
の砂粒（長石）

欠損

23 II II 13.2 4.6 
たちあがり、受部ともに短小、底部ヘラ削りの方向 内外面とも灰白 石_芙い,, ）.） .,,• 石や.. の以,芙,.や砂T彦少覧",め,、送（砂長、,ま石拉-がれu•（石長，， に 焼成不良軟質、完形は逆まわり 色

24 ＂ 
II 12.25 3.85 

たちあがり短く、受部は水平に出て短小、底部ヘラ 内外面とも緑灰 石召,,）｝ __ が中以,（外_,（面外,,,, に砂砂面多9霞に立い（（長）長多． 底部歪あり、ほぽ完
削り逆まわり 色 形

たちあがりは低〈、受部外緑は丸くおさめる｀底部 内外面とも青灰 少唸1 m位m以下の-砂2粒mmのご砂〈
焼成良好、完形25 ＂ ＂ 11 9 4 3 

ヘラ削り顛まわり 色 の ゃ少々多1、3-5皿l

26 ＂ ＂ 
11 58-

3 85 受部短小、底部ヘラ削りは逆まわり
（内）灰白色、 石英•長石 (2 皿）多

器壁が厚い、完形11.66 （外）灰色 し、

たちあがり内傾｀受部短小、底部ヘラ削り逆まわり
分色（（内外）（牛、））オ灰分灰リ）白ー色色プ（灰半、

l llUII以下の砂粒（長
焼成良好、完形、階27 ＂ ＂ 12.7 4.3 石）少、ごくまれに 2で狭い

-3mmの砂礫
円

28 /I II 11 58 6 16 4.05 
受部ごく短小、底部は平坦化、底部ヘラ削りの方向

内外面とも灰色 石英•長石0.3cmまで 完形 I• 
は逆まわり

底部壁厚く、たちあがり短小、底部ヘラ削り逆まわ 内外面とも灰白
1 -2 UllIIの砂粒（長

焼成良好、完形（接29 II II 11.9 3 8 石）中、まれに 5mm前り 色
後の礫（長石疇石英）

合）

30 II 

＂ 12 45 4 0 
受部は体部か顛ら自然に伸び、たちあがりは内傾、底 内外面とも青灰 l血以下の砂粒（長
部ヘラ削りは まわり 色 石石英）少

内外面とも青灰
1 mm以下の砂粒（長

31 ＂ ＂ 11.85 3 95 器壁薄く丁寧なつくり、底部ヘラ削りは逆まわり
色

石）少、 2mm前後の砂 焼成良好、完形
礫（長石•石英）少

32 II ,, 12 6 4.3 
受部外緑を丸くおさめるのが特徴、底部ヘラ削り顛 （内）灰白色、 l 11111以下の砂粒（長

焼成良好、完形まわり （外）灰色 石）少

33 II II 12 55 3.9 
受部は水平に外へ短かく突出、底部ヘラ削り順まわ 内外面とも青灰 1-1.5四の砂粒（長

焼成良好、完形り 色 石）少

34 ＂ 
10.45-
5.93 3 65 

器体が小ぶり、受部水平、ヘラ削りの方向は逆まわ 内外面とも灰白
石英•長石小砂粒 焼成良好10.57 り 色’

受部は水平に外方へ引き出され．短いたちあがりが 内外面とも暗青
砂粒少ない（目だたな

35 ＂ 
II 11.6 3.6 

付く、底部ヘラ削りは順まわり 灰色
い）、まれに 1-2111111 焼成良好｀完形
の砂礫（長石•石英｝

36 II II 11 75 4 55 
受部は外方へ強く引き出すため体部外面にクセが生 （内）灰色、 1 nm前後の砂粒（長

焼成良好、はぽ完形じる、ヘラ削り逆まわり、釉あり （外）青灰色 石）少

-48-



3. 古墳各説

表5 平瀬2号墳出土須恵器等観察表(3)

闘
法罰 (cm}

種別 器種 形態• 手法の特徴 色 調 胎 土 備 考

ロ径底径器高

受部は水平に外方へ引き出され、内外ともヨコナデ、
（内）灰色、 1 mm以下のこ砂2粒mm（長 焼成良好、完形（接合

37 須恵器 高杯 13 08 14 17 14 45 脚部は長脚二段の二方透し、内面にシボクメ、外面
（外）暗青灰色

石）少、まれl 前
復原）

にカキメが顕著 後の砂礫

受部は自然に上方へ向さ内傾したたちあがりをも
（内）緑灰色、

I mm以下の砂粒（長
焼成良好．ほぽ完形、

38 II 

＂ 13 8 18 35 幻お つ、底部ヘラ削りは順まわりで広い範囲に及ぷ、脚 （外）暗緑灰色 石）少、杯部に 2-3 杯部欠損邪は長脚二段の三方透し、ヨコナデ仕上げ mmの砂礫

残存 口唇部は丸くおさめ外面ョコナデ、杯部の内面はヘ
砂粒はほとんど見え

焼成良好、脚下半欠39 士師器 ＂ 18 07 内外面とも橙色 ない、05-2 mrnの赤
6.95 ラミガキ、脚部の外面は一見、面取のよう

色土粒多い
落

口縁下に一凹線｀部分的にヨコナデをとどめる＇が、
l -2 mmの砂粒（長

焼成良好、有黒斑、
40 ” 

// 22.9 13 6 15 4.5 
摩耗著しく調整観察不能、赤色顔料か

内外面とも橙色 石）やや目豆つ、まれ
ほぼ完形

に3mm前後の砂礫

41 須恵器 ＂ 12.25 10 9 15 7 
無蓋高杯の杯部は深く、長脚二段の二方透し、透し 内外面とも青灰 1 mm前後の砂粒（長 焼成良好、口緑• 脚
の位置は対称でない 色 石）少 端欠

42 II 

＂ 13.1 9 2 10 3 
短脚一段透し、透し孔は二方のみ、脚端は明瞭な段 （内）青灰色、 1 mm以下の砂粒（長

焼成良好、接合復原
をもつが突帯はない （外）暗青灰色 石）少

43 ＂ ＂ 10 8 8 15 9 15 
杯部の底部に刻且を施す、脚部中央に 2条の凹線を （内）褐灰色、 0 5mm前後の砂粒（長 焼成良、釉著しい、
入れるが、透し孔はない、小ぷり （外）灰褐色 石）中 ロ緑・ 脚端欠損

杯底部にヘラで刻目を施文、体部に 2凹線、脚部は
（内）緑灰色、

1 mm以下の砂粒（長 焼成良好、歪あり、
44 II II 8 6 8 03 9 2 （外）灰オリープ

無段• 無文でヨコナデ、胡麻と釉付渚
色

石）やや多め ほぼ完形

45 ± ~iii器 椀 12 62 丸底 4 5 
外面調整不明、ミガキ？ 内面細い暗文、幅はやや 内外面とも黄橙 0 2cm石炎•長石赤色

残存率8割
不規則 色 シャモット

46 ＂ ” 14.9 丸底 5 9 
底部外面に指庄痕、内而はヨコナデのち暗文、さら

内外面とも橙色
0 3cmまで石英・長石

ほぼ完形
に口唇部のみナデ 粒多

47 ＂ 
I/ 9 6 6.5 2 1 底部平滑で浅く、内外ともヨコナデ

内外面とも浅黄
精製粘士

石室内出上、残存率

橙色 5割

胴径 円形の体部に外反する口頸をもち、退化した耳が付 （内）青灰色、
1 mm以下の砂粒（長

48 ＂ 提瓶 7 66 15.2 18 1 く、体部右側の削りは逆まわり （外）暗青灰色
石）中、 2~5mmの砂 焼成良好、完形
礫（長石•石英）多

胴径 円形の体部に温斗状の口頸部が付き、ふたつの退化
I mm前後の砂粒（長

49 II II 6 65 
16.9 
21.3 
した耳をもつ｀体部外面は同心円状のカキメ

内外面とも灰色 石）少、 2-5 mmの砂 焼成良好、ほぽ完形
礫（長石）少

50 ＂ 
II 5 65 

胴径
17 9 
体蔀左外面はカキメ、右は逆まわりのヘラ削り、ロ 内外面とも暗青 石礫l）rn（長rn中以石、下2）か-のな3砂mりrn粒のH（長砂立

焼成良好、完形14.4 頚部は漏斗状で耳は小さな突起状 灰色
つ

51 ＂ 
II 6.08, 

胴径
18 5 
体部左外面はカキメ、右は逆まわりのヘラ削り、漏 内外面とも青灰 0石-.5•3 石-m以英m下）のかの砂な砂り礫粒目.（長立2 

焼成良好、完形14.9 斗状の口頚部を有し、耳ふたつは極小 色
つ

52 ＂ 
宝ー、＇ 6.4 

胴径
14 45 
扁球体部に漏斗状の口頸部をもち、肩につまみ状小 内外面ともオり 1 mm前後の砂粒（長 焼成良好、口緑部欠

14.3 円盤貼付、ヘラ削り順まわり ープ灰色 石）少 損

53 ＂ 直口壼 8 6 
胴径
16_6 
扁球体部に外反する口頸がつき、頸部中央に一凹線 （内）灰色、 l11国前後の砂粒（長 焼成良好、口緑部若

14.0 を施す、ヘラ削り逆まわり （外）青灰色 石石英）中塁 干•欠

54 ＂ ＂ 7 0 
胴径
16 7 
ほぽ球形の体部の胴上半に 2凹線を入れ｀漏斗状の 分（（（外内半）分））`暗紫）暗青灰青灰色灰色（、半色 0 5-1'""の砂（長 D緑1こ歪、完形

lZ.5 〇類部にも 2凹線を施す．ヘラ削り逆 石•石英）やや多め
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表6 平瀬2号墳出土須恵器等観察表(4)

闘
法紐 (cm)

種別 器種 形態• 手法の特徴 色 調 胎 土 備 考
ロ径 底径 器高

55 須恵器 諒 7.1 13.4 扁凹球線胴を部施すに温、斗底状部ヘ口類ラ部削をり有は逆し`まそわれりぞれに一本の 内外面とも背灰 石4l 3）--ヶや25や11lllllll111多ののめ礫砂、底（粒長部石（長に） 焼成良好、胴1/2、ロ
色 緑1/4残

56 ＂ 直口壼
刷径 残存 54の体部と似る、胴下半にヘラ削り顕著、削りの方 （内）見えない、 砂粒、砂礫（長石）と 焼成良好、口頸部欠
14. 75 1015 向は逆時計まわり （外）官灰色 もやや目立つ 落

脚付
胴径

球形の胴部に 2本の凹綜を入れ、その間を垂線で加 内外面とも灰白 0 5mm前後の砂粒（長 焼成不良、脚部のみ57 " 長頸瓶 4.5 8 15 13缶 飾、短い脚綿は外に張り、端を折りまげる 色 石）少 3/4欠6.0 

胴径 器体は全体として丸味をもち、漏斗状の口頚部が付
l四以下の砂粒（長

58 II 平瓶 4.6 12 1 （外）明野灰色 石）多 2-3四の礫 焼成良好、完形12.95 ＜｀ヘラ削りは逆まわり
（長石）やや多

球形の体部中央に 2凹線を入れ、接して一孔をうが 内外面とも青灰
砂少ない、 Z-3

焼成良好、完形、重59 u 諒． 12 85 15 4 ロm(l)礫（長石）がやや
つ、底部のヘラ削りは粗く不規則 色

且立つ（最大5mm) 
塁552g

総じて小ぷり、球形の胴部中央やや上よりに一凹線 （内）青灰色、 石石れ1四に••石石前2英英Ollll後）） をのの含砂砂む粒礫、（（長長ま 体部下半の焼成不60 II II 7.9 10 9 
を施し、これを切って一孔がある （外）灰白色

良、完眩重益170.4
g 

61 ＂ 盤 9 85 
胴径
12 2 
体部は深いジョッキ形、著しくいびつで凹線の始点 内外面ともオリ I mm前後の砂粒（長

焼成良好、口絃1/3欠15 と終点が合致しない、やや高い脚部は強く外に張る ープ灰色 石）少

62 II 複
内面の当て道具による青海波文は大きな弧状、外面 内外面とも緑灰 石石ヶ1）、mm少5以、mm下の(3の礫m砂m1の粒ヶ礫）（長長1 焼成良好、75Xll 5 
の原体は粗い櫛状 色 cm 

内面には小ぷりの重囲文と大ぶりの青海波文をとど （内）灰オリープ 砂石石2•-状•石石3英1英）mm少m）mの、前ま礫後れ（（長長に63 II II 
め、外面に櫛状文をのこす 色`

焼成良好、 l1Xl6cm

（外）緑灰色

残存 口頸部は短かく、外反度は大きい。口唇部の断面は （内）灰色、
l mm前後の砂粒（長

焼成良好、小片複数64 II II 53.8 
14.5 方形、 3段にやや粗い波状文を施す （外）オリープ灰 石）中、まれに 2mm位

接合
色 の礫（長石）含む
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3. 古墳各説

表7 平瀬2号墳出土玉類計測表(1)

番号 長さ (cm) 径(cm) 重量(g) 色調 番号 長さ (cm) 径(cm) 重量(g) 色調

1 0.79 0.995 1 1 紫黒 25 0.59 0.83 0.4 紫黒

2 0.67 0.99 0.9 ＂ 
26 0.58 0.87 0.6 ＂ 

3 0.68 0.89 。尋， ＂ 
27 0.65 0.80' 0.6 ＂ 

4 0.61 0.94 0.8 II 28 0.42 0.78 0.4 ＂ 
5 0.61 0.91 0.7 ＂ 29 0.60 0.82 0.5 ＂ 
6 0.68 0.80 0.7 II 30 0.60 0.84 0.5 ＂ 
7 0.63 0.93 0.7 ＂ 31 0.58 0 74 0.6 II 

8 0.60 0.85 0.5 II 32 0.66 0 79 0.5 ＂ 
， 0.51 0.84 0.5 !I 33 0.63 0.69 0.4 II 

！ 

10 0.63 0.88 0.7 II 34 0.55 0.81 0 5 II 

11 0.71 0.86 0.7 ＂ 35 0.54 0.73 0.4 II 

12 0.64 0.98 0.8 ＂ 36 0.61 0.73 0 5 II 

13 0.57 0.90 0.7 ＂ 
37 0 53 0.77 0.5 I! 

14 0.61 0.89 0.7 ＂ 38 0.46 0.65 0.3 II 

15 0.58 0.855 0.6 ＂ 39 0. 72 0.80 0.6 // 

16 0.61 0.86 0.7 ” 
40 0.48 0.67 0.4 !I 

17 0.49 0.905 0.6 ＂ 
41 0.66 0.96 0.6 II 

18 0.73 0.83 0.6 ＂ 42 0.66 0.99 0.9 I! 

19 0.61 0.855 0.6 II 43 0.59 0.92 0.6 ＂ 
20 0.52 0.905 0.6 II 44 學゚46 0.76 0.4 ＂ 
21 0.61 0.84 0.5 II 45 0.73 0.95 0.6 ＂ 
22 0 55 0.83 0.6 ＂ 46 0.55 0.82 0.6 ＂ 
23 0.61 0.79 0.5 ＂ 

47 0.64 0.745 0.5 ＂ 
24 0.64 0.80 0.5 ＂ 

48 0.47 0.73 0.4 ＂ 
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表 8 平瀬2号墳出土玉類計測表(2)

番号 長さ (cm) 径 (cm) 重量(g) 色調 番号 長さ (cm) 径(cm) 重堡(g) 色調

49 0.53 0.815 0.5 紫黒 73 0.31 0.52 0.1 プルー

50 0.69 0.845 0.8 II 74 0.33 0.50 0 1 ＂ 
51 0.465 0.81 0 .4 II 75 0.34 0.50 0.1 II 

52 0.52 0 64 0.3 II 76 0.38 0.55 0.1 /J 

53 0.34 0.63 0.2 II 77 0.26 。.50 0 1 fl 

54 0.54 0.76 0.5 II 78 0.26 0.53・ 0.1 ＂ 
55 Q.55 0 75 0.5 II 79 0.23 0.50 0.1 ＂ 
56 0.42 I 0.70 0.3 II 80 0.30 0.51 0.1 ＂ 
57 0.46 0 73 0.3 II 81 0.33 0.46 0.1 II 

58 0.46 0.70 0.3 II 82 0.35 0.50 0.1 ,, 

59 0.58 0.88 0.7 II 83 0.27 0.50 0.1 ＂ 
60 0.55 0.76 0.4 ＂ 84 0.31 0.47 0 1 II 

61 0.48 0.54 0.2 ＂ 85 0.30 0.50 0 1 II 

62 0.58 0.88 0.6 ＂ 86 0 31 0.50 0.1 II 

63 0.36 0.58 0.2 II 87 0.29 0.50 0.1 ＂ 
64 0 62 0.70 0.5 ＂ 88 0.30 0.52 0.1 ＂ 
65 0 38 0.65 0.3 II 89 0.33 0.46 0.1 ＂ 
66 0.40 0.57 0.2 ＂ 90 0.43 0.47 0.1 ＂ 
67 0 33 0.57 0.1 プルー 91 0.39 0.46 0.1 II 

68 0.36 0.53 0.1 II 92 0.33 0.50 0.1 ＂ 
69 0.24 0 54 0.2 II 93 0.41 0.38 0.1 II 

70 0.31 0.59 0.2 II 94 0.30 0.49 0 1 II 

71 0.35 0.51 0.1 II 95 0.30 0 .45 0.1 II 

72 0.32 0.53 0.1 ＂ 96 0.27 0.47 0 1 ＂ 
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3. 古墳各説

表9 平瀬2号墳出土玉類計測表(3)

番号 長さ (cm) 径(cm) 重晨(g) 色調 番号 長さ (cm) 径(cm) 重景(g) 色調

97 0.33 0.40 0 1 プルー 121 0.30 0.60 プルー

98 0.46 0.58 0 2 ＂ 
122 0.29 0 48 0.1 II 

99 0.33 0.56 0.2 ＂ 
123 0.36 0.47 0 1 ＂ 

100 0.31 0.54 0 1 ＂ 
124 0.28 0.51 0.2 II 

101 0.25 0.53 0.2 ” 
125 0.28 0.46 0.1 ＂ 

102 0 30 0.53 0.1 II 126 0.37 0.49 0.2 ＂ 
103 0.31 0.525 0 1 ＂ 

127 0.37 0 66 0.2 II 

104 0.37 0.47 0.1 ＂ 
128 0.41 0.55 0 1 II 

105 0.31 。尋47 0.1 II 129 0.23 0.49 0.1 !I 

106 0.22 0 .47 0.1 II 130 0.29 0.51 0.1 ＂ 
107 0.27 0.53 0.1 II 131 0.28 0.53 0.1 ＂ 
108 0.36 0 44 0.1 II 132 0.35 0.48 0.1 ＂ ， 

109 0.32 0.57 0.2 II 133 0.36 0 49 0 1 ＂ 
110 0.52 0.59 0.2 ＂ 

134 0.32 0.50 0.1 II 

111 0.31 0.53 0.1 II 135 0 31 0.46 0.1 II 

112 0 32 0.52 0.1 ” 
136 0.29 0.60 0.2 II 

113 0.25 0.48 0.1 II 137 0.30 0.54 0.1 I/' 

114 0.37 0.47 0 1 II 138 0.27 0.48 0.1 ＂ 
ll5 0.29 0.46 0.1 ＂ 

139 0.26 0.49 0.1 ＂ 
116 0.36 0.61 0.2 紫黒 140 0.28 0.47 0 1 ＂ 
117 0.24 0.54 0.1 プルー 141 0.25 0.48 0.1 " 

118 0.43 0.67 0.3 紫黒 142 0.28 0.48 0 1 II 

119 0.33 0.48 0 1 プルー 143 0.27 0.45 0.1 II 

120 0.38 0.53 0.1 ＂ 
144 0.25 0.46 0.1 ＂ 
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表10 平瀬2号墳出土玉類計測表(4)

番号 長さ (cm) 径 (cm) 重量(g) 色調 番号 長さ (cm) 径(cm) 重爵(g) 色調

145 0.30 0.43 0号1 プルー 163 0.53 0.77 0.3 黒

146 0 44 0.53 0.1 
＂ 164 0 47 0.74 0.3 II 

147 0.32 0.50 0.1 II 165 0.54 0.72 0.4 II 

148 0.39 0 54 0.1 ＂ 166 0.46 0.74 0.3 II 

149 0.27 0.55 0.1 
＂ 167 0.55 0.74 0.3 ＂ 

150 0.23 0.48 0.1 II 168 0.50 0.70 0.2 ＂ 
151 0.27 0.47 0.1 II 169 紫黒

152 0.30 0.60 0.1 
＂ 170 

” 
153 0.31 0.55 0.1 

＂ 171 II 

154 0.31 0.57 0.1 II 172 プルー

155 0 23 0.46 0 1 ＂ 173 
＂ 

156 0.46 0.55 0.2 II 174 
＂ 

157 0.30 0.47 0.1 II 175 II 

158 0.39 0.56 0.1 II 176 II 

159 0.30 0.51 0.1 
＂ 177 

＂ 
160 0.59 0.82 0.5 黒 178 

＂ 
161 0.60 0.83 0.4 

＂ 179 土玉黒

162 0 48 0.74 0.3 II 
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表11 平瀬2号墳出土耳環計測表

外径(cm) 断面径(cm)

番号 重量(g) 備 考

(J:. 下X左右） （上下x左右）

1 2.28X 2 42 5.0X4.5 8.0 
8つの面を持つ 2と1対。ごく 1部に腐食がある

が保存状態は良好。かなりの光沢がある。

2 2.21X2.42 4 5X4.6 8.7 
8つの面を持つ 1と1対。黒ずんだ所はあるがか

なり光沢があり腐食はない。

3 2.41 X2 77 6.0X6.8 5.4 
金箔がはかれてかなり地金が出ている。ごくわず

かに光沢の残る所がある。

4 2.03X2 14 4.0X5.5 4号3 光沢の残る部分はごくわずか。 6と1対か。

5 1.68 X 1. 73 3.4X4.0 3.3 
金箔の剥離50%。金箔の残る所にはかなり光沢が

ある。

6 1 99X 2 .13 4.QX5.5 4.6 
上になっていた部分にはかなり光沢が残る。 4と

1対になるかもしれない。

7 2.67 X 2. 98 6.0 X 8.0 16.5 環の内側にわずかに光沢が残る。

8 1. 99 X2.35 4.0X3.0 3.4 ほとんど地金だけ。光沢は全くなし。

， 2.47X2.74 5.4 X6. 0 10.6 光沢なし。

10 2.51X2.8 6.0X6.5 13.2 背の部分にわずかに光沢が残る。

11 2.24 X2.34 2.0X2.0 2.2 さびなし。

12 2. 40X'2鼻51 5.0X6.3 8.3 ほとんど地金が出ている。光沢なし。
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表12 平瀬2号墳出土鉄器計測表(1)

番号 残存長(cm) 幅(cm) 原さ (cm) 厘さ (g) 番号 残存長(cm) 幅(cm) 厚さ (cm) 重さ (g)

1 9.81 8.67 0.80 64.8 25 12 78 
1.48 0.68 

26.6 -1.0 -0.71 

2 97.52 4.57 2.01 I, 171.6 26 8 10 1.41 0.56 16.6 

3 3.50 3.0 27 8.32 1 61 l号33 28 5 

4 2.10 1.50 28 2.12 0.92 0 52 1. 7 

5 22.85 2.30 1.0 229.8 29 9.08 1.55 0.73 17.5 

6 22.17 
0.36 0.3 

16.3 -0.9 -0. 75 30 7.10 1.13 0.60 11.9 

7 12.75 
3.17 0.73 

30 5 -1 01 -0.56 31 4 38 1.10 0.41 5.4 

8 9.47 
2 94 0.80 

3.74 -1.33 -0.90 32 2.24 1.15 0.34 1. 4 

， 8 38 3 23 0.72 29.2 -0.57 -0.5 33 3.08 0 76 0 47 1 7 

10 2.92 1 32 0.76 4.5 34 2.62 0.87 0.40 2.2 

11 3.48 2.32 0 47 4.7 35 1.83 1.03 0.81 3.2 

12 4.75 1.05 0.37 4 6 36 2.10 0.49 0.46 1 1 

13 3.90 2.97 0.80 15.2 37 2.84 0.59 。尋53 2.3 

14 5.43 2.84 0.49 IO.I 38 2.30 0.77 0.74 1.6 

15 5.46 0.79 0.76 6.1 39 1.65 0.48 I 0.34 0.5 

16 12.14 
1.07 0.37 

9 6 -0.40 -0.54 40 1 90 0.51 0.55 0.8 

17 10.55 
0.66 0.5 

8.5 -0.48 -0.46 
41 2.06 0.66 0.48 1 6 

18 8.33 0.85 0.69 7.5 42 4.22 0.93 0.83 7.7 

19 3 65 0.52 0.46 2.1 43 5.16 1.0 0.58 7.4 

20 4.82 0.65 0.50 3.5 44 5.50 1 74 1.08 35.3 

21 2.86 0.83 0.82 2.8 45 
1.59 1.62 1.05 

8.7 -3.65 -0.8 -0.72 

22 4.26 0.77 0.56 4 2 46 9.32 0.90 0.76 16 5 

23 3号65 0.69 0.57 3.3 47 16.2 1 57 0.96 44 3 

24 3.34 0.80 0.63 2.6 48 13.7 1 10 1.07 30.1 
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表13 平瀬2号墳出土鉄器計測表(2)

番号 残存長(cm) 幅(cm) 厚さ (cm) 重さ (g) 番号 残存長(cm) 幅(cm) 厚さ (cm) 重さ (g)

49 11.95 1.48 1.24 56.7 73 8.19 0 85 0.70 13.2 

50 12.23 0 71 0. 72 19.2 74 6.64 1 31 1.03 20.6 

51 11 93 0.83 0.84 15.7 75 6.56 0.85 0.65 11.9 

52 11.40 1 46 1.15 27.2 76 7.30 0.82 0.77 11.1 

53 11.27 0.80 0.82 16.5 77 ¥3.50 0.96 0.77 10.6 

54 10.07 1.04 1.05 26.7 78 6.37 0.55 0.73 8.7 

55 10.41 0.91 0 77 14.5 79 6 55 1 08 0.96 10.5 

56 11.31 0.72 0 62 15.0 80 5.0 0.90 0.95 6.4 

57 10.62 0.87 0 74 22.3 81 5.68 0.90 0.83 9.7 

58 11.60 0.90 0.76 21 1 82 6.14 0.525 0.52 4.9 

59 10.73 1.10 1.01 20.0 83 4 85 0.59 0.45 4.0 

60 9.88 1 07 0.87 17.9 84 4 15 0.64 0.65 4.0 

61 10.24 0 82 0.77 16.3 85 6.24 2學32 1 50 27.5 

62 10.03 0.79 0 77 10.4 86 5 75 1.65 0 95 23.6 

63 8.52 0.81 0.70 13.9 87 6.06 1.40 1 10 22.0 

64 8.25 0.83 0.71 11.0 88 5.92 1阜34 1.02 24.2 

65 9.21 1 02 1.07 24.9 89 3.76 1.53 1 05 10.0 

66 8.76 0.82 0.66 14.1 90 5.27 1.16 1.01 20.8 

67 9.91 1.0 0.98 15.7 91 5.64 1.08 0.68 10.0 

68 8 86 1.22 0.99 18.0 92 5.24 1.29 0.96 16.2 

69 8.65 0.93 0.80 17.3 93 4.80 1.08 0.59 8.8 

70 7.94 1.0 0.72 13.0 94 4.45 1.19 0.76 7 1 

71 8.25 0.88 0.70 11 4 95 5.87 1 22 0.69 10 4 

72 7.18 1 24 0.96 16.1 96 3.52 0 88 0.85 5.3 
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表14 平瀬2号墳出土鉄器計測表(3)

番号 残存長(cm) 幅(cm) 厚さ (cm) 重さ (g) 番号 残存長(cm) 幅(cm) 厚さ (cm) 重さ (g)

97 2.90 1.39 0.78 5.5 121 3.45 0.82 0 46 4.4 

98 5.30 1.09 0号78 8.4 122 3.70 0 73 0.69 2.8 

99 3.73 1.06 0.86・ 8.4 123 3.25 0.71 0 68 2.6 

100 4.78 0.79 0.95 8.7 124 4.45 0.64 0.67 4 6 

101 4.96 1.15 0.80 8.2 125 3.92 0.72 0 58 5 2 

102 4.44 0.95 0.60 5.9 126 3.34 0.83 0.74 4.2 

103 5.48 1.13 0.86 7.2 127 3.24 0.87 0 66 5.9 

104 4 10 0.48 0.68 1. 7 128 2.96 0.57 0 60 2.3 

105 3.75 0.61 0.51 3.0 129 3.16 0 54 0.45 1.6 

106 4.12 0.83 0.72 3.4 130 3.0 0.63 0.63 4.0 

107 2.90 0.50 0.44 0.9 131 3.17 0.62 0.56 2.9 

108 2.27 0.50 0.47 1.2 132 3.0 0.61 0.81 3.1 

109 3.65 0.54 0.40 2.0 133 2.92 1.05 0.56 2.8 

llO 3.22 0:49 0.38 1.0 134 3.04 0.77 0.75 2.7 

111 3.49 0.70 0.65 3.1 135 1 72 0.82 0.64 1.8 

112 4 66 0.85 0.75 5.4 136 3.04 0.77 0.56 2 1 

113 5.35 0.745 0.86 9.0 137 2.21 0.53 0.57 1 3 

114 5.09 0.94 0.97 5.8 138 2.97 0.48 。.51 2 0 

ll5 4 30 0.45 0.47 1.6 139 2.40 0.77 0.62 2 6 

116 5.15 0.85 0.41 4 6 140 2.10 0.53 0.52 1. 5 

117 4.41 0.98 0.85 4 7 141 3.36 0.63 0.56 2.9 

118 4 52 0.89 0 77 6.2 142 3.47 0.78 0.44 4.0 

119 5.0 0.60 0 56 3 6 143 2.27 0.60 0.52 1. 9 

120 4.08 0.74 0.64 4 1 144 2.44 0.75 0.46 1. 7 
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Ill 平瀬3号墳

(1) 墳丘と周堀

3号瑣は、 2号墳の北方およそ30mに位置し、ほぼ南に開rlする横穴式石室を築いたもので

奥の天井石 2枚が残されていて、本古墳群の発見の契機となった古項である。

地tLJ面を切り込んだ堀方がまずもって略方形に穿たれ、石室石材を据え立て、のち墳丘盛土

がおこなわれたようである。本用では石室に直交して入れた試掘溝において 3層程度の/t>f序が

32m 

第28図平瀬 3号墳墳丘図 (S= 1 : 200) 
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認められた。東側のトレンチでは、地山の直上に黄褐色粘質土を盛りつけ、その上にやや暗い

黄灰色粘質土をのせ、ふたたび黄灰色粘質士を重ねお〈。地山からの高さは現状で80cm強、石

室高の約半分ていど残存する。

外の周堀には暗褐色礫混入土が堆積し、順次うまっていった流土層が3層ほどみとめられる。

西側トレンチにおいては、地山の上に多醤の礫を含む淡黄褐色粘質士を積み、さらにその上に

これまた多量に礫を包含した黄灰色褐色粘質土を盛る。この層は明度の点で分層でき、墳端部

において下層がやや暗いものの石室に近づくにつれ不鮮明になる。西側の周堀の肩幅は1.8m、

深さ30cmで暗茶褐色粘質土によって充損されている。北トレンチにおける墳丘の土壌構造およ

び周堀の観察結果も、大きく異なることはないが、背面の周堀底は、石室奥壁の上端とほぼ等

しい高さにあり、山寄りの東背面にまで伸び連なっていたかどうかは、はなはだ疑わしく本来

完周してなかったように看取できる。したがって、墳丘の平面形状は西角の取れた方墳とも、

束隅の張り出した円墳とも形容しがたい形をとる。強いていえば正面が広く背面の狭い楕円形

と表現するほかない、いびつな墳形で、東西長11.5m、南北長12m強をはかる規模である。

(2) 横穴式石室

内部の構造は 1号墳.2号墳と同様、無袖の横穴式石室。奥壁として、幅1.3m、高さ1.6m

の巨石を据え立て、その上に長さ40cm、高さ25cmはどの石材数個を、横一列に積んで上端をそ

ろえる。側壁のうち西側は基本的には三段積みで最：下に大きめの石をもちい上にいくはど小ぶ

りの長石を使い、石材間を拳大の礫で充喉しかつ粘士で目張りした様子が所々に残されている。

一方の東側壁は巨石 2個で、あるいは 4個で天井石を支える部位もあるが、主たる石材の隙間

には人頭大または拳大の礫をかみあわせつつ粘土を詰めて補強している。

天井石は 2枚現存するが、奥壁の上に載るものは若千ずれ動いている。横幅1.7m、奥行1.5

m、厚さ0.7mの暗緑色硬質粘板岩で、 3号墳のみならずこの古墳群中もっとも多用された石材

と同ーである。これに対し、奥に接してその手前に残るもう一枚の天井石は、巨岩であるうえ

ここでは珍しい花尚岩で、その幅2.6m、奥行2.lm、厚さ0.85mをはかり、この石材先端の位

罹は奥壁から3.45m。これから先は側壁の大部分を失い最下一段のみが遺存する。床面から天

井石下面までの計測値すなわち石室の高さは1.8mである。やや胴ぶくれした石室乎面のもっと

も幅広い部位も手前の奥壁直下にあり、石室幅1.6mを計測できる。石材についていえば、束側

壁のもっとも手前のもの一石だけが、堆積層によってできる特有の節理顕著な、黒色の紛岩で

ある。床面は、 1号墳や 2号墳で見られた礫床ではなく、単なる土床である。奥壁から残存す

る両側壁の前端までの総長は7.6-7.7mである。しかし入口から1.5m奥の床面に55cmX 20cmの

石が軸線に直交して据え謹かれているのが注目される。これが入口と内部を分ける仕切石また

は閉塞施設の一部とすれば石室内部の埋葬できる空間は長さ 6mばかりであったと思われる。
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仕切石より手前の入口付近の床には柁釘 I本認めら

れなかったことと合わせ、手前2枚の側壁が極端に

低く据えられていることもこのことと無関係ではな

さそうである。

天井石をとどめるほど比較的残りがよい石室の状

態から推して、床面の保存も良好であろうとの当初

の予想に反し、遺物の出土状態は劣悪であった。乱

掘によって副葬品の大半は持ちよられ、 -to本ちかい

棺釘のはかはおそらく副次的埋葬のさい奥壁付近に

かたよせたと思われる須恵器数点と、盗難をまぬか

れた耳環2個およぴ2、3の須恵器 ・上師器にとど

まった。

のち、近世期に乱掘の手が入ったものか、そのこ

ろの土製羽釜や陶磁器類が数点残されていたにすぎ

ない。

(3) 副 葬 品

須恵器•土師器

蓋杯 第31図、 表15、図版27)

[I径9.4cm、器邸3.18cmをはかる完形品で、奥墜ち

かくにかた寄せられた状態で出土したものの一つで

ある。ヘラ削りの方向は時計の針とは逆まわり，器

形は全体としてやや小ぶりでT・K209型式に入ると

思われる。あるいは壼の蓋の可能性もある。

鰈 （第31図、表15、図版27)

石室中央のわずか手前から一点だけ検出された、

すでに胴部上半から頸部を欠損した品である。胴部

はほぽ球形で底部器壁はきわめて厚く、胴部径8.9cm

をはかり 通常そこに、横位に刻まれる凹糸泉一本の

下端部が辛うじて看取できるが円fLをみとめること

はできない。頸部の太さや長さが不明であるため確

かな編年的位置を求めることはむずかしいが、おそ

らく T・K43閉式の範囲で捉えてよいであろう C
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3. 古墳各説

平瓶（第31図、表15、図版27)

3、4、6の3点がある。 3と6は奥壁から手前へ2rnはどの両者ちかい所で出土したが、

3はすでに土圧によって〈だけ10数点の破片となっていたのに対し、 6は口縁部をわずかに欠

くていどのはは完形のままで検出された。 4は奥壁付近にかたずけられた一括品のうちの一点

である。 3は胴部径が3点のうちでもっとも大きく 16.6cmをはかり、肩部に一本の凹線を入れ

るなどこの中では古く、 T・K43型式に属すると見られる。 4は焼成やや不良で軟質、外面は青

灰色でいっぽう内面は灰白色を呈する。保存は良く口縁部から頸部にかけてわずかに欠落して

いるていどである。器高14.9cm、胴部最大径15.0cm、頸部高4.5cm、口径4.6cmで口唇部を丸く

おさめる。全体としてやや小型化しておりどちらかといえばT・K209型式に属するのではある

まいか。 6はさらに小ぶりになった平瓶で頸部のつくりに特徴がある。その形状はT・K217型

式など新しい型式にみられる漏斗状、体部上面はやや扁平である。しかし底部はまだ尖り気味

でなく、 T・K217型式にちかいT・K209型式におさめてよいものである。

甕（第31図、表15、図版27)

7は浮遊層出土の甕腹部片。外面は平行叩きののちカキ目状工具で横位にナデて調整。内面

の同心円文はあらくいわゆる青海波文をよぎる条線が目立ちT・K217型式の特徴をもつ。

土師器皿（第31図、表15、図版27)

平瓶6の手前から出土した完形品である。胎土は精良でほぼ正円にちかい丁寧なつくりであ

るが、表面が剥脱しておりヘラミガキを観察することはできない。口径12cm、器高3.6cmと浅く、

口唇部は段をなさず丸い仕上げで、飛鳥W期およそ 7世紀第 4四半期ごろのものである。

耳環（第31図、表16、図版27)

耳環は14、15の2点。 14は石室入口付近、 15は石室中央奥寄りの平瓶6の近辺から出土した。

ともに銅環を金博板でつつんだもので、金薄板の残存率は14が約20%、15は約80%である。環

の断面は14が円形で15は楕円形であり、耳桑を前後からはさむ環の切れ目は14が広く 15が狭い。

両者は径3cm弱とほぼ等しいが、上記のような差異があるので同巧同大とはいえず、とても対

をなすものとは考えられない。

棺釘（第31図、表17、図版28上段）

総数39点を数えるが、うち 8は他と異なり頭部が耳掻き状を呈し断面が0.37cm XO .38cmと細

く、同じく細い断面をもつ37と接合できそうである。すると、総長は11cmをこえるので、編物

用の鉄針の可能性が生まれる。また断面扁平で比較的大きい、頭部と先端部を欠く 11、17、28、

32、35などはあるいは鎚とみなした方がよいかもしれない。また18は鉄鏃の茎の形状に似る。

折れを持つあきらかな頭部を有し、先端まで完存するもの、またはわずかに先端を欠損しなが

らもほぼ誤りなく長さの復原可能なものを選ぴだして、大小に分類すると次のようになろう。
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最大の釘は 1に代表されるように長さ10cmをこえ11cmにちかい。 3もその断面の大きさからす

ればこの部類に入るであろう。ついで長さ約 8cmに復原できるのが6、7、9などである。こ

れよりやや短いのは10、15で長さ6.5-7.Scmをはかり、稀に26のような長さ4.5cmの準完形品を

混じえる。

砥石（第31図、表15、図版27)

8はすべての面に研ぎ跡をとどめる砥石である。床面に密着せず、床面にちかい浮遊層から

出土したので、本来の副葬品に加えるべきか、後世の混入品か断定しがたい。

近世陶磁器類

磁器椀（第31図、表15、図版28下段）

肥前系の特徴である白地に、少し黒みがかった青色で松を描いた、細高台付きの椀。俗にい

う青伊万里手の典型。

京焼椀（第31図、表15、図版28下段）

10と12は、口唇部や高台のつくり、釉薬の艶などに若干の違いがあるものの、大きく捉えれ

ば良く似た作品といってよい。 10の高台の底には砂目積みの痕跡が見られる。

唐津皿（第31図、表15、図版28下段）

ほとんど砂粒を含まない焼成良好な唐津皿で外面上半から内面にかけて釉薬をほどこし、内

面の底に砂目の痕跡がある。重ね焼きの方法が砂目積みによったことを示しており、製作年代

が16世紀後半の慶長年間から17世紀前半の寛永年間のころであったことが判る。

土製羽釜（第31図、表15、図版28下段）

13は鍔付きの土製羽釜で、口径、胴部径とも20cmていどの大きさに復元できる。内面はハケ

状のナデ仕上げ、外面には全面に煤が付着している。
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表15 平瀬3号墳出土須恵器等観察表

闘
法fil:(cm) 

種月II 器毬 形懇•手法の特徴 色 調 胎 土 備 考

ロ径 底径 器高

天井部ヘラオコシのちナデ、ヘラ削りの方向逆まわ
0 5-1匹の砂粒（長

1 須恵器 蓋 9.4 3.18 
り

石）少ない、 5111.mの礫 奥壁付近出土、完形

lヶ. 3mmの礫2ヶ

胴径 残存 外面ヘラ削り、胴中央に横位凹線一本、ヘラ削りの
（内）甘灰色、

0.5lllil位の砂粒（長 石室中央の手前付
2 ＂ 謀

8.9 4.2 方向逆まわり
（外）オリープ灰

石）少塁 近、胴下半残存
色

胴径 胴部外面ヨコナデ、底部ヘラ削り、ヘラ削りの方向 （内）灰色． 石1.含1.5Sむ•石lll-m英以2mm）下がののや砂や砂粒多粒（い長も、奥壁から前1.7m、破3 II 乎瓶
16 6 
9 5 
逆まわり （外）灰色

片15点を接合、胴部

2分 1残

4 II II 4 6 
胴径
14 9 
胴部内外ともヨコナデ、底部ヘラ削り、ヘラ削りの （内）灰臼色、 1 -2 mmの砂粒（長 奥壁付近の一括品、

15.0 方向逆まわり （外）明甘灰色 石•石英）やや多い 焼成やや軟質

5 土師器 杯身 12 0 3.6 
ヘラミガキがあったと思われるが表面倒離、正円に （内）にぶい橙 微粒子の砂粒（長石） 奥壁から22m手前、

ちかい丁寧なつくり 色、（外）淡橙色 極少紐 焼成良好、はぽ完形

6 須恵器 平瓶 5 6 
駒径
12 2 
胴部ヨコナデ、底部ヘラ削り逆まわり、胴上部円板 （内）灰色、 石の多2）礫mいmめ以（長だ下石つの.疇2砂石mm粒英以）（長上も 奥墜から19m手前、

13 8 充墳、頸から屑に自然釉あり （外）灰色 ロ縁部若干欠

7 ＂ 甕片 当て道具原体はやや祖、I司心円叩き文の刻み幅太い
（内）灰白色、

ほとんど砂粒なし
浮遊層出土、 9 X 5 

（外）明百灰色 cm大、厚さ 8mm 

8 石 砥石
残存長 幅 厚さ 表衷とも7]先を研いだような条痕あり、 5面とも使

灰白色
床面ちかくの浮遊層、

7 9 4 8 0.8 用 頂螢5339g 

9 磁器 椀 IO 8 5.2 4 7 
肥前系翔磁器の特徴を有す、伊万里手の松文様を入

白地、松は古色 精良
浮遊層出土、部分欠

れる 投

10 京焼 椀 10 8 5 0 7 5 袖薬の下に細い其入あり、店台に砂目積み痕跡 淡黄色 半磁器
浮遊眉出士、体部2

分の 1残

11 唐津 皿 13.9 4.6 2 75 口緑部から体部にかけ釉薬、内面下方に砂目を残す はとんど砂粒なし
浮遊層出士、口緑幅

3 cmほど残

12 京焼 椀 10 7 凸7.6 ケズリ出し高台、釉薬の記あり 淡黄色 半磁器 浮遊屑出土

13 土鍋 羽釜 約20
朋径 残存 つば付(16cm)、外面にすす付名｀内面ハケ状のな 内・外ともにぷ 砂粒はほとんど見え 浮遊層出士、はかに

21.2 7 .1 で い貿橙色 ない も破片若干
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表16 乎瀬3号墳出土耳環計測表

外径(cm) 断面径(cm)
番号 重量(g) 備 考

（上下x左右） （上下x左右）

14 2.67X3.06 0. 68X0. 72 18.0 
銅地金薄板張り、地金断而円形、切れ目幅3

-5 mm、金残存率約20%

15 2.62 X 2.99 0.64 xo. 77 15.1 
銅地金薄板張り、地金断面隋円形、切れ目幅

1 -1. 5mm、金残存率約80%

表17 平瀬3号墳出土棺釘等計測表

番号 残存長(cm) 幅(cm) 厚さ (cm) 重さ (g) 番号 残存長(cm) 幅(cm) 厚さ (cm) 重さ (g)

1 10.51 0.68 0.51 6.6 21 5.16 0 36 0.42 2 4 

2 8.82 0.60 0.59 6.2 22 5.35 0.60 0.63 4.2 

3 8 .. 38 1 13 1 11 19.1 23 4.27 0.48 0 38 2 4 

4 7.59 0.80 0.59 8.4 24 5.02 0.35 0.28 1.0 

5 6.72 0.92 0.83 10.6 25 4.48 0.94 0.41 3 4 

6 7.82 0.49 0.44 4.9 26 3.82 0.70 0.58 2.9 

7 7.32 0.47 0.45 4.7 27 4.11 0.85 0.60 6.4 

8 6.90 0.37 0.38 2.3 28 3.76 1.31 0.61 4.6 

， 6.99 0.41 0.43 4.3 29 3.30 0.46 0.43 1.8 

10 7.31 0.49 0.47 5.4 30 3.95 0.50 0.47 2.2 

11 6.68 0.79 0.51 6.7 31 3 23 0.48 0 49 1.8 

12 6.69 0.64 0.50 6.0 32 3.68 0.88 0 53 5.2 

13 6.35 0.95 0.62 9.4 33 3.70 0.58 0.30 1. 7 

14 6.30 0.57 0.49 4.1 34 3.56 0.60 0 48 2.4 

15 6.05 0.57 0.53 4.4 35 4.10 0.70 0 52 3.6 

16 5.30 0.63 0.47 3.8 36 3.03 0.71 0.51 2.7 

17 5.72 0.78 0.49 5.2 37 3.67 0.27 0.31 0.7 

18 5.93 0.60 0.43 3.8 38 3.06 0.37 0.38 1.2 

19 5.40 。.42 0.42 2.4 39 2.32 0.45 0.38 0.9 

20 5.05 0.49 0.46 2.2 
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4. まとめにかえて

以上の報告を簡約にまとめて結びにかえようと思う。岡山市平瀬に所在する平瀬古墳群は、

このたぴ山陽自動車道の建設に伴い新たに発見され、発掘調査の対象となった 3基の円墳のほ

か周辺の 2-3基の同程度の小墳とともに一支群を形成するいわゆる後期古墳である丸

この地は第 3図に示したとおり律令制下においては、旭川の西岸にあって、 6郷から成る御

野郡のうちの牧石（比良之＝ヒラシ）郷に属していたこととなる 2)。いま平瀬の字を当てるのは

実は古代の郷名の呼称に由来するわけである。平瀬は御野郡内の北東端にあたり他の諸郷にく

らべ恵まれた耕地はそれほど広くなくむしろ山深い。したがって牒業生産の飛躍的な増産を背

景として、古墳づくりが容認されたとはとうてい考えられないのである。旭川をへだて東に築

かれた林原古墳群もまた、耕地の広狭を問題としたばあい平瀬とよく似た環境にあり、あちら

はさらに耕地皆無といってもよい。どうして、こうした条件のもとに古墳の築成が可能になっ

たのか。岡山県下の後期古墳の分布構成について、自然地理的条件によって、中国山地からは

じめて瀬戸内沿岸の山地と島までを 5大別して、各地の分布密度を統計処理した西川宏の所見

によると「後期古墳の圧倒的多数は農業集団の所産である。」3)という結論に達するのであって

耕地の狭小な、あるいは皆無に等しい地での古墳の存在に関しては、その築成を可能にした特

殊具体的な要因が求められなければならない。後期古墳時代といえども、やはり古墳秩序の社

会の枠組のなかにおいて、大和政権から古墳づくりを許容されたのであるから、そこにはそれ

相応の背景があるはずである。林原古墳群の築成については、一説によれば、瀬戸内海から引

き続いて旭川をゆきかう船舶に対して強い渡航権を掌握し、これを契機としてその「古代家

族」° に、古墳づくりが認められたのではないか、との考えが示されている。 「その特殊で孤立

的な、しかも旭川との関係以外には考えられない立地は、舟運に従事した世帯共同体規模の集

団の墓地であろう。」”と。傾聴に値する意見である。そのような想定が当をえたものであれば、

平瀬古墳群の築成も同じく旭川の渡航権を制した台頭いちじるしい「古代家族」によってなさ

れたものであるかもしれない。平瀬古墳群の築成を可能とした要件の一つにこうした考えを挙

げることができるであろう。ついで平瀬2号墳から出土した県内初の小鉄塊に注目する必要が

ある。早くから横穴式石室を内部にもつ後期古墳とくに美作地方のそれらのいくつかには、副

葬品中に鉄滓または炉壁を含む事例のあることが知られていたが、ここ数年来、南部において

も同様の風習例がおぴただし〈増加し、総社市備中こうもり塚古墳6)や緑山17号墳7)や千引古墳

群8)その他でも検出されて、注目を集めるようになった。光永真ーは「この新技術が伝わり、広

まっていく 6世紀後半から 7世紀にかけては、古墳から出土する鉄滓に製錬滓が多く見られ、

また精錬炉の炉壁片を石室内に副葬する例も見られるようになる。これらにより、この時期に
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製鉄専業集団の自立がなったものともいえよう。」9)と指摘している。確かに県内各地において今

日まで検出された方形の製鉄炉および製炭炉の所属時期は、一様に横穴式石室の築かれた6世

紀後半頃とりわけ末葉の時期と相前後するものばかりであり、総社市西工業団地遺跡で見られ

たように後期古墳の架成が製鉄集団そのものによった、と考えるはかない事例もある 10)。平瀬古

墳群の造墓主体もまた製鉄集団と無縁ではなく、深いかかわりを示していると見なければなら

ない。おそらく、製鉄にとってかけがえのない道具類はすでに共同体的所有から私的所有へと

移り変わり、生産手段の所有形態の変化をきっかけとして、製鉄の過程で生じた小鉄塊などを

象徴的に埋納する慣習が定着していったのであろう。

それでは次に、平瀬占墳の被葬者たちがどのような階層に属していたかを、墳丘と石室との

形状および規模その他の特徴から推し景ってみよう。表18を参照されたい。まず墳丘から概括

していえることは、いずれも正円形をなさないで正面観の広いわりに奥行のつまった楕円ない

し隅丸方形であって、すでに埴輪も葺石も伴うことなく墳丘の盛り方についても版築状の丁寧

な手法を欠き、築造年代が全体として群集墳の盛行期から遅れる衰退期に近づいていることを

思わせる。墳丘規模には大小の格差があるにしろ、長径をとっても10mを切るものと、 10mを

若千うわまわる程度のものである。これらを、『佐良山古墳群の研究』に依拠して直径を指標に、

① 25m以上、②16-20m、③11-15m、④6-lOm、⑤5m以下と 5段階に分別した西川宏11)に

よる墳丘規模比較表に照らせば、平瀬2号墳と 3号墳とがともに第3ランクに、 1号墳が第4

ランクに位することとなる。ちなみに佐良山古墳群では、第 3ランクの規模のものが総数101基

のうち41%を、第 4ランクのものが42%を占めているので、平瀬古墳群の規模は極めて普遍的

なものといえる。

つぎに内部の石室についていえば、いずれも無袖の横穴式で、最大幅が奥壁付近になくほぼ

中央にある、いわゆる胴張の形状を呈する。用いられた石材も粘板岩、粉岩、花岡岩とさまざ

まであり奥壁として巨岩を用いる手法はとどめているが、比較的に良く残された 3号墳の側壁

表18 平瀬古墳比較表

＼ 占墳名 墳形（径） m 埴輪・葺石 横穴式石室（長x幅） m 須恵器型式

平瀬1号墳 楕円 (8~9) 鉦,. ヽヽ 無袖 (5Xl.25) T・K43、T・K209

平瀬2,号墳 楕円 (11-14) 佃ヽ•ヽヽ 無袖 (9Xl.9) T・K43(古）、 T・K209

平瀬3号墳 楕円 (11.5-12) 細"" 無袖 (7.7Xl.6)
T・K43、T・K209(新）、
T・K217 
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の積み方からすればやや粗雑感をぬぐいきれない。ここでも奥壁幅によって①2.6-3 m、②2.1 

---2.5m、③1.6-2.0m、④l.1-l.5m、⑤0.5-1.0mと石室の大小を 5段階に分けた西川

宏12)のランク表に対応させるならば平瀬2号墳と 3号墳が第 3ランクに、一号墳が第 4ランク

に属することとなり、墳丘規模での比較とまったく同ーであって、造墓主体の占める社会的位

置がはぼ中等位にあったことを指し示している。

ところで石室幅が2mを超える横穴式石室については、現地で目のあたりにすると優れて大

きく実感するものである。一例を岡山市操山古墳群13)にとって点検すると、総数94基のうちで

幅2mをふ〈めそれ以上のものは 9基を数えるにすぎず全体のわずかに9.5%、1割にも満たな

いのである。やはり統計的にも幅2m以上の石室は巨大な部類に入る、といってよい。幅1.9m

をはかる平瀬2号墳の石室はこれに迫る規模である点、じゅうぶん注意を要するであろう。

では、この 2号墳に葬られた員数はどの程度であったのか。この石室からは幸にも12個の耳

環が検出されている。耳環は同巧同大のもの 2個が一対となって、各個人の耳染に取り付いて

いたと考えられるから、被葬者数を割り出す最適の資料といえる。したがって、まず出土の位

置関係を重視するとともに、材質および微細な形状の差異を見極めることによって、セットに

なるかどうかを検討しなければならない。すると、断面八角形のもの 2個、夕外径およぴ断面形

のほぽ等しい 2個、外径と太い地金の形がよく似た 2個、これらが対をなすほか残る 6個は、

純銀製であったり、地金が異常に太かったり各々個性的で、組み合う相手を見つけることがで

きない。このように、耳環から得られる被葬者数の推定は 9名ということとなる。いうまでも

なく、被葬者のすべてが耳環を有していたわけではな〈、この9名という数字は最低の埋葬数

をあらわしているのである。他の一般的な横穴式石室からの耳環の出土例が2-6個である事

実を念頭におき、仮に耳環をもつ者が被葬者総数の半分程度と牙すると、この 2号墳には20名ち

かい被葬者があったとみなければならず、のちの郷戸にちかい内容を示すものと想定されよう。

しかし、金色や銀色に輝く耳環を身につけることができた人物にしても、他の副葬品をみな

同じように、伴うわけではない。全長97.52cmで刃区の長さ78.5cmの刀身に、銀象嵌をはどこし

た倒卵形八窓の鍔つき大刀は、出土位置がやや高く後次的な埋葬に伴うと考えられるので、鉄

鏃．刀子などを伴っていた可能性はあるにしても、他に装身具をまとっていたかどうかは判ら

ない。耳環 8がもっとも近い位置にある。これに対して最下層の同一乎面で検出された耳環 1

と2は25cmしか離れておらず、ともに断面八角形で遺体の耳染の左右に付いていたものと見る

はかはなく、そこには玉A類とした紫黒色で大ぶりのガラス小玉が多数見つかり、同一人物が

60余個からなる首飾りをも付けていたと思われる。全長32.45cmの短刀もまたこの被葬者に伴う

可能性が強い。また中央の奥寄りで検出された耳環3は組み合うもう片方のものを特定できな

いのが惜しまれるものの、そこにはB類として捉えることのできるプルーのガラス小玉がおび
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4 . まとめにかえて

ただしく群在しており、青く発色する別の首飾り一連を付けた被葬者が埋置されていたと考え

られる。しかしこの被葬者は武器類をたずさえることがなかったようである。残りの耳環につ

いては組み合いの関係が不明であるほか、原位置をとどめているか否かも判断しにくい。した

がって各種須恵器など他の副葬品とのセット関係をにわかに把握できないとはいえ、多種多様

の棺釘および棺台と思われる角礫の並び方から推して、少なくとも 5-6棺以上の木棺が納め

られていたと推察される。このように被葬者間にあっても副葬品の多寡優劣など少なからず格

差が認められるのであるが、桂甲の小札一片さえ見あたらず、また鞍金具の残片すら未検出で

あるところからすれば、甲冑も馬具類もいっさい保持できなかった階層であった14)、という点も

見逃すことができないであろう。

さて、発掘した 3基の築造時代について触れて終わりたい。各墳から出土した須恵器は、い

ずれも乱掘によって残念ながら本来の姿をとどめていないという条件下にあるものの、前章に

おいて紹介したとおり、およその傾向をつかむことは可能である。墳径10m未満の 1号墳も、

径12mの3号墳も、あるいは最大で径14mをはかる 2号墳も、副葬されたそれぞれの最古の須

恵器は田辺絹年15)のT・K43型式のなかにあってこれを遡るものはなく、いずれもT・K209型

式をふくみ、 3号墳のみT・K217型式までみとめられる。少なくともこの 3基はおよそ 6世紀

末葉の頃はとんど同時につくられ、その後7世紀初頭にかけての約6-70年間にわたり、次つ

ぎと追葬がおこなわれたものと考えられ、前半期古墳のように、一世代ー墳ずつ系譜的に順次

つくられたのではけっしてない。

その間、山陰地方または美作地方でつくられたに違いない二方透し短脚高杯が入手できるほ

ど交易をひろげ、武威の象徴である飾大刀を下賜されるなど、楕勢を高揚させた一時が介在し

たのであろう。
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図版 1

1 . 平瀬 1号墳全景 （北から）

、....... 

2 平瀬1号墳北ト レンチ （南東から） 3. 平瀬 1号墳東トレンチ （南から）
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図版2

1 平瀬 1号墳石室（奥から） 2. 平瀬 1号墳石室（前面から）

3. 平瀬 1号墳石室（側面から）
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図版3

1 平瀬 1号墳最終床面遺物（西から） 2. 平瀬 1号墳第 1次埋葬床面遺物（北西から）

3 平瀬1号墳第 1次埋葬床面遺物 （北西から） 4. 平瀬 1号墳第 1次埋葬床面遺物（北西から）
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図版 4

1 -平瀬 2号墳調査前状況 （北西から）

2. 平瀬2号墳全景 （北西から）
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回版5

1 . 平瀬2号墳全景（北東から）

2. 乎瀬2号墳南トレンチ（南から）



図版 6

平瀬2号墳石室最終床面（南西から） 平瀬2号墳石室最終床面（北東から）

3. 平瀬2号墳前庭部断面（南から）
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平瀬2号墳第 1次埋葬面（南東から）

2. 平瀬2号墳第 1次埋葬面（北東から）
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図版 8
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2. 平瀬2号墳床面遺物（南西から）
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図版 10

1 . 第 1次床面の耳環 1・2とガラス王（北東から）
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2. 第 1次床面の耳環3と緑色ガラス玉（南東から）
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図版 12

1 平瀬 3号墳全景 （南東から）

2. 平瀬3号墳石室（南西から）
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図版 13

1 . 平瀬3号墳東トレンチ （南東から）
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図版 14
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平瀬 3号墳石室内（南から）
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2. 平瀬 3号墳床面（北東から）
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図版 15

―-8,-



図版 16
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図版 17
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1 . 乎瀬1号墳出土須恵器・棺釘等
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図版 18
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I. 平瀬2号墳出土須恵器 1
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乎瀬2号墳出土須恵器2
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図版 20
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図版21
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図版22
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図版23

1 乎瀬2号墳出土倒卵形八窓鍔
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図版 25
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図版 26
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凡 例

1. 本書は日本道路公団の委託により、山陽自動車道の建設に先がけて、昭和63年に岡山県教
とみはらにしおく

育委貝会が実施した岡山市富原西奥1614-2所在の富原西奥古墳の発掘調査報告書である。

2. 発掘調査の実施は、下記の日程、担当者で岡山県古代吉備文化財センター（以下センター）

が行った。

第1次調査 担当者松本和男、佐守学

調査期間昭和63年 1月29B-2月12日

第2次調査 担当者松本和男

調査期間昭和63年4月5日-6月13日

3. 発掘調企の実施にあたっては、「山陽自動車道建設に伴う埋蔵文化財保護対策委員会」の指

導を受けた。

4. 出士遺物の整理はセンター津寺事務所と学南町発掘調査事務所で行った。

5. 本報告書の執筆、編集は松本が行った。

6. 報告書に記載された高度値は海抜高であり、方位は特に示さぬかぎり磁北である。

7 . 報告書で用いた時代区分は、一般的な政治区分に準拠し、それを補うため文化史区分、但

紀を併用している。

8 . 報告書に関係する遺物、実測図、写真、マイクロフィルム等は岡山県占代吉備文化財セン

ター（岡山市西花尻1325-3)に保管している。
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第 1図 山陥自動車道と発掘調査位置図（黒丸印）
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1 . 調査の経過

1 . 調査の経過

(1) 発掘調査に至る経過

山陽自動車道は、吹田市を起点とし、瀬戸内海沿岸を結んで山口市に至る総延長約460kmの高

速自動車道である。この道路は、東は神戸市北部で中国縦貫自動車道と合流し、，西では中固横

断自動車道、瀬戸中央自動車道等に接続する、山陰地方、四国地方を結ぶ広域幹線道路網の中

心となる高速自動車道である。

1971年に基本計画が策定され、翌年にはルートが決定した。これを受けて岡山県教育委員会

は建設省、日本道路公団と協議を行い、第 6次施行命令区間である姫路～備前間、倉敷～福山

間の発掘調査を順次実施してきたのである。

第7次施行命令区間である岡山～倉敷間（約27.4km)は1973年10月19Bに整備計画が決定し、

同日付で日本道路公団に施行命令が出された。そして、 1977年 1月13日に実施計画が許可され、

同年10月29日に路線発表されたのである。

日本道路公団（以下、公団）の委託を受けた岡山県教育委貝会は、用地買収の完了している

岡山ジャンクションを中心とする足守川右岸までの遺跡（第 3図）の発掘調企を調査貝の大幅

増貝による組織強化で大規模に開始した。

今回報告する富原西奥古墳は、足守川左岸に所在する遺跡群（津寺遣跡、三手遺跡、政所遺

跡）の全面発掘調査に先がけて実施した。すなわち、岡山インター（仮称）建設予定地は工事

渚エが早いため、早急に予定地内に存在する富原大池奥山遺跡の範囲、時期及び性格を把握す

る必要が生じたため、昭和63年 2月1日-12日にかけて調査中にこの富原西奥古墳は新規発見

されたのである。

富原大池奥山遺跡は岡山インターの本線敷となる標高67mの丘陵頂部に位置する直径約15m、

高さ0.5mの楕円形状の墳墓と考えられていた。このため、調査は遺構及び遺跡推定範囲内に幅 2

m、長さ 5m-40mの各種トレンチを合計11ヶ所に設定した（第 4図）。調査面積は300rnzである。

調査の結果、尾根上は表土直下から地山層、斜面では表土、無遺物堆積層、地山層となり、

いずれのトレンチにおいても遺構、遺物が全く確認されず、また周辺地区においても遺物の散

布が認められないことから、当遺跡は遺跡では無いことが判明したのである。

岡山インター建設予定地内は完全に樹木の伐開が終了しており、富原大池奥山遺跡の第 1次

調査は容易であった。遺構、遺物が確認されないため、インター予定地内を踏査したところ、

富原大池奥山遣跡の南西約80mの位罹に墳丘の低い円墳と思われる古墳を新規発見し、直ちに

公団に対し発掘調査の必要を通知した。古墳は北から南に延びる丘陵に 1甚のみ独立して存在

し、字名が西奥であるため富原西奥古墳と名づけられた。
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ー富原西奥古墳一

発掘調査は昭和63年 4月5日-6月13日にかけて実施した。 4月5日から 8日までは、調査

担当者である松本、佐守そして調査補助員の馬場昌一、難波雅志によって古墳の地形測量、発

掘器材の搬入を行い、本格調査は 4月13日から松本によって開始された。調査前の予想では墳

丘が小さく、低いため内部主体が木棺直葬の古墳であろうと考えられていたが、調査の結果、

盗掘を受けてはいるが古墳時代の終末に位置づけられる横穴式石室墳であることが確認できた

ことは大きな成果であった。

(2) 発掘調査の体制

発掘調査は日本道路公団と岡山県の委託契約に基づき岡山県教育委員会があたり、調査の専

門的指導および助言を得るため、岡山県遺跡保護調査団の推薦を受けた下記の方々に「山陽自

動車道建設に伴う埋蔵文化財保護対策委貝会」の委員を委嘱した。

山陽自動車道建設に伴う埋蔵文化財保護対策委員

鎌木義昌 岡山理科大学 稲田孝司 岡山大学 1991年から

水内昌康 岡山県文化財保護審議会委貝 土井基司 岡山大学 1991年から

西川 宏 山陽女子高校

間壁蔽子 倉敷考古館

根木 修 岡山市教育委員会

高見周夫 岡山県遺跡保護調査団

新納 泉 岡山大学 1991年まで

西岡周一郎 岡山県遺跡保護調査団 1991年まで

昭和62年度

岡山県教育委員会文化課

課 長 高橋誠記 (12月15日まで）

吉尾啓介 (12月16日以降）

課長代理 河野 衛

課長補佐（埋蔵文化財係長） 伊藤 晃

主 査 藤川洋二

岡山県古代吉備文化財センター

所 長 橋本泰夫

総務課

総務課長 佐々木消

総務主幹 藤本信康
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主 任 花本静夫、岡田祥司

調査第一課

課長河本清

調査第二課

課 長 葛原克人

文化財保護主幹（第一係長） 正岡 睦夫

文化財保護主査（第二係長） 松本和男（調査担当）

主 事 佐守 学（調査担当）

昭和63年度

岡山県教育委員会文化課

課 長 吉尾啓介

課長代理 河野 衛

課長補佐（埋蔵文化財係長） 伊藤 晃

主 査 藤川洋二

岡山県古代吉備文化財センター

所長水田稔

総務課

総務課長 佐々木清

総務主幹 藤本信康

主 任 花本静夫、岡田祥司、片岡淳司

調査第一課

課 長 河本 清

調査第二課

課 長 葛原克人

第二係長 松本和男（調査担当）

2 . 位置と環境

2 . 位潰と環境

富原西奥古墳は終末期の古墳で、岡山市の北西、吉備高原南縁の丘陵地帯に位置する古墳で

ある。古墳は岡山市街地に接する北西低丘陵にある堂敷山（標高207m)から南に派生する標高

67mの丘陵上に所在し、行政区画は岡山市富原字西奥1614-2に属する。

古墳は北から南に延ぴる丘陵の南緩斜面に 1基のみ独立して存在している。
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一畜原西奥古墳一

富原西奥古墳は1日備前国の西部に位置し、旧郡名は津高郡で、平安時代に編纂された「和名

抄Jでは津嵩郷の地域に当たる所である。

当古墳の所在する丘陵には古墳が少なく、北側に前期古墳と思われる方墳と後期古墳である

青谷3、 4号墳が確認されているのみてある。

南側の丘陵斜面には弥生時代の散布地が 1ヶ所と、南側の坊主llJ々 塊との問に三ヶ所の占瓦

出土地点が存在する。 1つは富原字荒神にある富原北廃寺である＂。この寺院址は出土した瓦か

ら白鳳時代に創建したと考えられる。四至は瓦の出土楊所からみて方 l町の寺域が推定される

が、伽藍配置等については不明である。この富原北廃寺から約400m南西の丘陵斜面には、富原

遺跡から出土する奈良時代の瓦を焼成した上の段窯址が存在する。富原北廃寺の南400mに所在

する富原遺跡は、かつて富原南廃サ、オの木廃寺と呼ばれていたものである2)。遺構については不

明であるが、出土瓦が奈良時代のものであり、しかもこの遺跡のすぐ南側を古代山陽道が東西に

走っているため、近年では富原遺跡を津高駅家に想定する説”が有力である。

このように、冨原西奥古墳の南には白鳳時代創建の富原北廃寺、奈良時代の駅家（津高駅）、

それに伴う瓦窯址などm要な遺跡が躾中している地域である。
笹ヶ瀬川右岸の沖栢地には今まで遺跡が確認されていなかったが、山陽自動車道建設に伴う

発掘関査で縄文時代後期～中世の遺物が出土する田益遺跡●）が発見されており、今後さらに集落

址が発見されるであろう C

笹ヶ瀬川を挟んだ東側の津高

のダイミ 11」山塊には、苫名な弥

生時代の墳丘墓である都月坂2

号墳5)、最古の埴綸である「都月

型」を出土した古墳時代前期初

頭の都月坂 1号墳6)、七つi丸1

号墳7)などがある。ダイミ山の北

側丘陵は近年、団地造成に伴う

発掘調査によって弥生時代中期

未から古墳時代末の遺構が多数

発枷されている特に注目され

る遺構として、奥山遺跡では製

鉄炉、長形炭窯、猪ノ坂南遺跡

東地点で製鉄炉、猪ノ坂谷尻遺

跡、立越南遺跡、新H1上南遺跡、

o~o• m 
L.....-.--..... 

第 2図 遺跡の位置（黒丸印）

-112-





ー富原西奥古墳一

表ー 1 遺跡名称一覧表 猪ノ坂束遺跡南斜面において長形炭窯が発

掘され8)、この地域で6世紀末-7世紀代

に大規模な鉄生産が行われていたことが確

認されている。

番号 名 称 番号 名 称

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 ， 
10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

富原西奥古墳 18 

富原大池奥山遺跡 19 

白壁古墳 20 

青谷3号墳 21 

青谷5号墳 22 

田益遺跡 23 

荒神廃寺 24 

上の段窯址 25 

矢望城廃寺 26 

坊主山遺跡 27 

烏山城 28 

都月坂 3号墳 29 

都月坂 2号墳 30 

都月坂 1号墳 31 

都月坂 4号墳 32 

半田山城 33 

お塚様古墳 34 

立越南遺跡

奥池古墳群

奥池遺跡

立越北遺跡

揺鉢池古墳群

佐良池谷尻古墳群

新田上南遺跡

新田上西遺跡

新田上追跡

新田上東遺跡

猪ノ坂東遺跡

猪ノ坂谷尻遺跡

猪ノ坂南遺跡

猪ノ坂遺跡

猪ノ坂東古墳

白壁奥遺跡

猿場古墳群

このように、丘陵上には弥生時代中期～古

墳時代の重要な遺跡が確認されている地域

である。

註

1)富原北廃寺の名称は永山卯三郎が弗高北寺と

呼んでいた力尺巌津政右衛門は富原荒神廃寺と

いう名称を与えていた。岡山市遺跡地図では荒

神廃寺と記載されている。

永山卯三郎「岡山県通史J上編 岡山県通史刊
行会昭和59年復刻

巌津政右衛門 「岡山平野の平地伽藍」 r岡山市史J古代編 岡山市 昭和37年
岡山市教育委貝会 「岡山市遺跡地図j 1983年

2)永山卯三郎は津高南寺ないしオの木、矢望城と称している。巌津政右衛門は富原矢望城廃寺、岡山市遺跡地

図では矢望城廃寺と記載されている。

文献は註 1)に同じ。

3)高橋美久二｀「情報を制するものは」 「古代史復元 9 古代の都と村I 講談社 1989年
伊藤晃 「富原北廃寺．富原遺跡」 「岡山県史J第18巻岡山県 1986年

4) 1991年に岡山県古代吉備文化財センターが発掘調査を実施している。報告書未刊。

5)近藤義郎 「都月坂2号弥生墳丘墓」 「岡山県史j第18巻考古資料 岡山県 1986年

,6)近藤義郎 「都月坂 1号墳」 「岡山県史」第18巻 岡山県 1986年

7)近藤義郎他 「岡山市 七つ坑古墳群」 七つi丸古墳群発掘調壺団 1987年

8) 岡山市教育委員会 「津高住宅団地造成地内遺跡 発掘現地説明会資料」による 1991年

-114ー



ー富原西奥占墳ー 2. 位置と環境

第4図富原西奥古墳位置図 （黒角）(S = 1/2.000) 
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ー富原西奥占墳一

3. 発掘調査の概要

(1) 墳丘と周堀 、第 5、 6、8図、図版 1、2、10)

富原西奥古項の所在する丘陵は北から南に延びる。古珀はこの丘陵南斜面に 1基のみ独立し

て存在する。古項の位置、 ,fi室の開口方向からみて、南東方向を強く慈識していたものと思わ

れるが、この古れの眼下には富原北廃寺、富原遺跡、 l:の段窯址などが存在する。

古墳の位置する丘陵斜面は緩やかであり、古用は代かの盛土によって確よされた（第 5位],

調査前の現況は、れ丘中央部が陥没し、盗掘を受けた痕跡が認められたが、培形は良好に遺u
しており、古tft規校を有径 8-9m、.~さが前方端項から約2mを測る円れと想定した

発掘調査の結果、墳丘は南北が7.7m、東西7_6m、裔さは前方坑端から約2.25mを測り、そ

の平面形は東側が少し突出した1i角形を呈しているように見える、 r,:f.tft形が崩れた）j培であ

ると思われる。

古培の築造は、まず石宅掘り方の掘削のため、山側：北側）の地ll.Jを削平し、その排 tで柑

丘下段となる緩斜面を比較的丁寧に盛土して平相面をつくった後に石室を築造していた 坑丘

7000 

~---­
-゚---------5m 64 00 ~ 

第 5図 古墳周辺地形測量図 (5=1/200)
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3. 発掘調査の慨要

は第8図の断面観察によれば、墳丘盛上は約70cm程残存していたものと考えられる。墳丘盛土

の状況は第 8固C-Dライン断面図では第 5層から下層が、またA-Bライン断面図では第 3、

5-7層が盛土に相当すると考えられる。東西断面であるC-Dラインの西側における盛士は

側壁を 1段構築するごとに10-30crn程度の厚さで、ほぽ水乎に近い状態で地山面から盛土され

ていた。一方、東側では地山面から約50cm程が一度に盛土されていたようである。

南北断面であるA-Bラインの断面観察では、横穴式石室の掘り方や墳丘の一部が確認され

た。石室奥壁の哀側の石室掘り方埋土は地山土で一度に埋められていた。

このように、墳丘断面の観察で確認された盛士の残存状況をみてみると、墳丘上部がかなり

｀ 

: -
' レー ------
-

.---~ ヘ--------- --.. JIil 
~- . -------------- -

し―--- --— ー5m 

第6図 墳丘測量図 (S=l/150)
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破壊をうけ、天井石を中心に撹乱されていたが、本米は天井石の上に約50-60cm厚の盛土で覆

われていたものと考えられる。

周堀は山側にコの字状に認められた。周堀は墳形と同じ方形となるように地山面を掘削して

おり、確認された幅は1.0-2.2m、最深部は約l.lmを測る。断面形は「UJ字形を呈し、底部

幅は0.3-1.0mである。埋土は丘陵上部からの流入土である。なお、石室開口部である南側に

は周堀が掘られていなかったと思われる。

(2) 横穴式石室（第 7-9図、図版7-9) 

当古墳の内部主体は横穴式石室である。石室は地山面を幅約1.8m、長さ約2.3mにわたって

掘り込んだ墓城内に構築されていた。この塘内に築かれた石室は第 8図でみるように、まず地

山面まで掘削した後、灰黄色土や灰色土で整地後に石室を構築している。なお、石室は南の谷

頭に向って開口している。

石室は盗掘によって天井石、側壁の一部が失われているが、残存する石室床面での計測値は、

全長302cm、幅は奥壁部で69cm、開口部で58cmを測る。石室高は奥壁付近で68cm、開口部で56cm

を測る。石室平面形からみて、当古墳は玄室と羨道の区別のない狭長な無袖式の横穴式石室で

あったと推察される。

1 . 天井石（第7図、図版3-12) 

現状では 2枚が残存していたが、これは本来l枚の天井石であったものが割れた結果である。

構築時には入口部にもう 1枚天井石が存在していたものと考えられる。残存する天井石の復元

計測値は172X 115cm、厚さ 9-16cmを測る長方形の板状石材である。そして、この天井石の長

辺を石室長軸方向に乗せていた。

2. 奥壁（第 9図、図版7-1、2、9-1、2) 

奥壁には最大高65cm、最大幅68cm、最大厚22cmの石材を平担な面を内側にして、床面に垂直

に立て、奥壁右上端に小形の割石をはめ込んでいた。

3. 側壁（第 7、9図、図版8-1、2)

両側壁は割石を用いて構築している。構築方法は割石の平担面を内側にし、壁面全体をほぼ

そろえて積んでおり、床面にほぼ垂直か僅かに内傾している。側壁甚底部は東側では長さ67-80

cm、幅12-20cm、西側では長さ59-90cm、幅16-32cmの板状石材を 3個横長に並べて基底部と

している。基本的には 3-4段積みであり、 2段目からは横長石材で積むが、間隙には小角礫

をはめ込んでいる。なお、側壁基底部石にはいずれも石材安定のため小角礫が根石として用い

られていた。

(3) 埋葬主体（第12、13図、図版第 4-2、5、6)

発掘調査の結果、木棺l基の埋葬が確認された。木棺は棺痕跡、鉄釘の出土状態などから、
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3. 発掘調査の概要

天井石粍去後

0 SOcll 
~ 

第7図石室平面図 (S=t/30)
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3. 発掘調査の概要

E
 0
0
l
9
 

67.00m 

lm 

第9図横穴式石室実測図 (S=l/30)

-121-



ー富原西奥古墳一

その外法は184X 32cmを測るものと思われる。

木棺痕跡は棺底と考えられる棺台石l)から約 7cm程上面で検出された。痕跡は石室内埋土であ

る暗黄灰色土層内で、やや灰色を呈することや鉄釘の出土状態によって識別が可能であった。

鉄釘の約半数は棺材に打ち込まれた状態で出土した。特に小口板と側板の接合状態が良好に

確認できた。直立し、先端が上を向く縦釘は南側、北側の底板で各 1本(10)、(20)、東、西両

側板で各 1本 (9)、(13)出土している。また、釘先端が横を向く横釘は東側板から北側小[]

板へ打ち込まれたものが (2)、(12)が各2本、北側小口板から束と西側板へ打ち込まれたも

のが各1本 (7)、(11)、東側板から南側小口板に打ち込まれたものが 1本 (22)、南側小lJ板

から東と西側板に打ち込まれたものが各 1本 (4)、(6)認められた。

このような釘の出土状態からみて、棺材の組み合せ方は、まず底板の上に小口板、側板を立

てるが、その際に両側板が小口板を挟む箱式の木棺であったと推察される。

なお、棺内では人骨、副葬品は認められなかった。

註

l)木棺の底板下には、 15-60cm大の上面が平担な角礫が計7個認められた。この石は床面上に棺台石として箇

かれたものではなく、石室床面をつくる際に棺台石としての機能をもたせるため、床面から表面が露出する

ように設置していたと思われる。

(4) 出土遺物について（表ー 2、3、第12、13図、図版12-14)

出土遺物は須恵器、土師器、鉄器（鉄釘）、炉壁片がある。木棺内からは鉄釘以外の遺物は認

められず、須恵器、土師器、炉壁片は石室前面の南斜面から出土したが、原位置を保つもので

はなかった。鉄釘は原位置を保たないものも認められたが、大部分は原位置を保つ状態で出土

しているため、木棺復元が可能であった。

須恵器

須恵器は杯蓋4点、杯身 4点、高杯2点、平瓶1点の合計11点が出土した。

杯蓋(1)、(2)、(4)はつまみがつ〈ものである。 (3)も同様のものと思われる。 (1)、(2)は天井部に

やや丸味をもち、外面中央に擬宝珠様つまみをもち、口縁端部は丸く内傾するかえりをもつが、

(4)は天井部がやや丸味をもち、剥離しているが、擬宝珠様の扁平なつまみがついたものと思わ

れる。なお、口縁部は垂直に下る。このように杯蓋は口縁部内面にかえりをもつものと、垂直

に下るものの 2種類が認められる。

杯身は高台のあるもの(5)と無いもの(8)-(10)の2種類がある。前者はハの字型の高台を付し、

後者は底部に丸味をもち、口縁部が上外方にのぴるものである。

高杯は脚裾部が水平に開くもの(6)と屈曲するもの(7)の2種類がある。
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第10図 出土遺物実測図 (5=1/4)

表ー2 土器観察一覧表

樟図 法量 (cm)
形態 手法の特徴 色 調 胎士 傭 号

番号
種別 器樟

[]径底径諾高

l 須屯器 杯轟 7 9 2 3 誕2調内[/I傾械3宝整匝部珠。す転様はるヘ外かのラ下つえ削方まりりみにを調有あF整りしり。他、、端端は天部部井ヨはは部コ鋭丸外ナいい面プ。。 内外面とも灰白色。 含Imむm。以 Fの砂粒 完形。

2 " 8.55 2 _s 姐3内綱n/繰傾4宝整固珠部す。転様はるヘ外かのラ下つえ削方まりりにみを調下有あ整りしり。。他、、端端は天部部井ヨはは部コ鋭丸外ナいい面ア。。 内外面とも灰白色。 含Imむ•。以下の砂粒 完形。

3 ＂ 
II 面あ口え縁にりり。部はを有回は転外しヘ下、方磁フAに部l↑はりる、丸。いヨ。内コ傾ナ天す井デ調部る外整か 灰外面白は色心灰色。内面は 微砂含む。

4 ＂ ＂ 14.4 鼻天い口t縁。宝井天珠部部井様は外部ほの面はぼつ1や/2垂まやはみ直丸回がに味転つFヘをくりラもも、削ちの端、でり部中調あは央整る丸に。。 内外面とも膏灰色 以む咀。色F_t__のf砂;'(O粒.S-含

5 ,, 杯身 13 3 8 4 4 75 体い。、n底蝕部部はは平上ら外で方あにるの。高び、台端が部つはく丸。 は内灰面は白紐色灰。色。外曲 色とI•0粒•.5じ含;J.mm"fむ程ーcのの砂粒昂 底存ロ。紬部はは約3/J/46残、

6 ＂ 高杯 5.8 脚内傾に一し、条端の部凹線は。や裾や部丸でい水。平に開き、 内外面とも守灰色。 含Imむ,〗。以下の砂粒 脚部残在

1 ” ＂ 8.1 脚屈に曲一L条、靖の部凹線は。や脚や部丸はい。端部近くで 内外面とも青灰色。 微砂を含む。 杯存。、脚部2/3残

8 ＂ 杯身 8 2 4 3 体面は部丸は、回い。転口縁底ヘ部部ラ削はは上丸り外昧調整方を。にもつの。ぴ底靖部部外 内外面とも灰白色。 微む9 。ヽ。砂黒を色多士粒く含多 3/4残什。

， 
＂ ” 8.5 

体は郎丸、い。口縁部は上外方にのび、嬬部 内外面とも青灰色。 微砂を含む。 底部は欠9員。

10 ＂ ” 
体は丸部、い。口縁郎が上外方にのび、靖部 外はiii晴綽はい灰灰色。色。内面 微砂を含む。

11 土師誓 皿 体のミ部びガ-、キ靖躙口縁部整部。はは丸内い．湾気底部昧付に上近外はヘ方にラ 内外面とも橙色。 微砂を含む。

I 

12 項恵若 乎瓶 5 85 9 3 丸デ口り縁鉦翼い。は郎整。漏底に斗ヘ郎状はラ剛にI!外ぽりへ水綱平整ひ。。ら他体き部、は嬬中ヨ部央コはナよ 外面面は青は暗灰青色灰色。内 含5.む.秤。度の環を 完影。

土師器

土師器は細片となっているが、皿が1点のみ出土している
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炉壁片

確認された炉壁片は 5点である。いずれも高火度で焼けており、内部にはスサを含む多孔質

のものである。この炉壁片が製鉄関係の炉壁であることが確認されている丸

鉄釘

鉄釘は合計32点出士している。これらの釘は木棺の板材接合に使用されたものであるが、板

材との接合関係が判明しているものは13点であり、他は原位置を保っていなかった＾

釘は鍛造品であり 全長は齢長が10.5cm(5)、最I卜が5.9cm(l6)である。断面は長方形のものと正

方形があり、その寸法は最大が9.5 X 8. Omm(21)で、最小は5.5X 6.5mm(9)であり、ややパラツキが

みられる、頭部の形態は．一端を薄く叩き延ばした後一方へ折り曲げて作られている。

釘には木H痕の付祈が認められるものがある，木H方向と付桁する面との関係によって、 A.

B、C類の分類がなされているが2)、当古墳出土の釘で確認できたA類は(4)、B類は(8)、(20)、(26)、

C類は(7)である。なお、棺材は釘A、C顆における木B痕から、板材厚が推測可能である。 A

類に属する(4)は右側板から小口に打ち込まれたものであるが、釘の木目痕から側板は約4.2cm厚、

小口板は約5.2cm原、底板が約4.5cm原の棺材が使用されていたと推測される，

表ー3 鉄釘一覧表

第11図 釘の木目付着分類 （模式図）

註

1 I付載参照のこと。

2)分類の基準は木下保明はか「旭Ill古m群発掘調査報
告J財団法人 京都市埋蔵文化財研究所 1981 によ
る。

＇ 
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0 50cm 一第12図 木棺痕跡検出面での鉄釘出土状況 (5=1/20)
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4. まとめ

4. ま と め

発掘調査の粘果、当古墳は古墳時代の終末期に位置づけられるものであることが判明した。

以下、調査の過程で明らかとなった事実を記してまとめにかえたい。

(1) 墳丘について

調査前は、芍古墳を直径8-9m、高さが前方墳端から約 2m程の円墳と想定したが、胴在

の結果、墳形は東側がやや角ぱる形状を里し、完全な方形ではないが、一応、方墳の範疇に入

るものと考えられる。墳丘高は復元すると、前方墳端から約2.8m程を測ることが判明した。墳

丘の断面観察によれば、版槃は認められず、盛士は西側では 5回程に分けて比較的T寧に築造

しているが、東側ではT寧な盛土がなされていなかった。

(2) 内部施設について

当古墳の内部施設は横穴式石室である。残存する石室の規模は

全長302cm、幅は奥壁部で69cm、石室高は奥壁付近で68cmを測る小

規模な横穴式石室で、石室の平面形態は非常に狭長な無袖式の横

穴式石室であった。この横穴式石室の埋葬主体は箱式木棺であり、

検出された木棺の外法は長さ184cm、幅32cmを測るもので、石宅の

規模、鉄釘の出土状態からみて 1体だけ葬る単葬墓であることが

判明した（第15図）。

検出された箱式木棺は、木棺痕跡と原位置を保つ鉄釘の出士状

態の在り方、鉄釘の木質付着状況によって箱式木棺の復元が可能

となった。木柁の組合せは、小口板、側板、底板への釦の打ち込

まれた状態によって復元が可能であり、当古墳の木棺は、底板の

上に小口板、側板を立て、さらに天井板を蓋として組合せる箱式

木棺であることが想定される。小口板と側板の組合せ方は、釘の

出土状態からみて、両板の接合が最下位の釘が側板から小口板に

向けて打ち込まれ、その上位の釘は小口板から側板に向けて打ち

込まれていることからみて、この木棺は両板の限に切り込みを設

けて（相欠きの組手による接合）、そこに板材をはめ込んで固定し、

釘を打ち込む組手による接合木棺であることが判明した I)。この組

手による接合も二種類が考えられる（第16図）。Aは両側板を小口

板の間にはめ込む組手の接合となり、釘の使用は26本となる。B
第15図 木棺配置想定図

は小口板を両側板の間にはめ込む組手の接合であり、釘の使用は (5=1/30) 

〇 印an一
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22本である。

乙 旦
当古墳の木柁使用釘は、盗掘を

受けているため正確ではないが、 ロ釘頭部近くが18本出土しているこ

とからみて、 22本前後の使用が考

えられるため、木棺の復元はBを

~/ -- Ve 
想定しておきたい。

(3 古墳の築造時期について

築造時期の指標となる須恵器が

石室内で原位置を保つ状態で出土

しなかったが、石室前面の南斜面 第16図 木棺復元図

に1蚤き出された須忠器のうち、特に編年研究の進んでいる杯蓋を中心に築造年代を考えてみた

し、

゜
杯蓋は 4点出土したが、大きく 2つに分類が可能である。 I類は(1)、(2)で天井部中央に擬宝

珠様つまみをもち、内面にかえりを有する。口径は7.9cmと8.55cm、器高は2.3cmと2.8cmである。

II類は(4)で、天井部中央に擬宝珠様つまみをもつが．内面にかえりをもたない。口径は14cmで

ある。 I類は掏邑窯の中村編年2)ではIII型式のII-III段階、田辺編年3)では TK46型式、 II類

は中村編年ではW型式の I段階、田辺編年では TK48型式にはぽ相弁するものと思われる n

一方、岡山県南の窯跡出土資料と比較すれば、 I類が寒風B類°、土橋窯5)の古相、 J::竹西の

坊窯6)のB類の類似し、 II類は寒風C類1)、上橋窯8)の新相に類似している。また、近年、総社

市久代地内の「西団地遺跡群」9)の発掘調査によって出土した須恵器編年と比較すれば、 I類は

TK 217型式（新）に類似している。

以上、述べたように 2類に分類可能な遺物が出土したのであるが、本古墳が追葬の認められ

ない単葬墓であることから、 I類と II類が並行して存在する型式の可能性が考えられるが、こ

こでは一応、 7世紀の第II-III四半期頃に築造された古墳と考えておきたい。

(4, 被葬者の性格について

本占墳は横穴式石室の退化形態である狭長な無袖式の横穴式石室であり、出土した須恵器か

らみても古墳時代の終末に築造されたものといえよう。

終末に築造される古墳は、地方においては有力首長ないし有力官人など特定の人の墳墓とし

て築造されたものと考えられることから、本古墳の被葬者もそのような人物であったと考えら

れる。

本占墳の墳丘は、(1)で述ぺたように県下では二子14号墳10)、大谷 1号培II)、定北古墳12)の如く、
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墳丘が二段ないし三段に築かれ、各段には外護列石をめぐらすというような極めて壮大な墳丘

ではなく、さらに石室が切石積や横口式石榔でもない、極めて小規模な横穴式石室であること

からみて、畿内政権と直接に結ぴつく、吉備中枢の有力官人の墳墓とは考えられないであろう。

あえて、推察するならば、本古墳の立地する眼下には富原北廃寺、津高駅家が想定されてい

る富原遣跡などの官而遺跡が存在することから、有力な官人層の墳墓が想定される一方で、本

古墳から須恵器とともに僅かではあるが炉壁片13が出土していることから、製鉄14)に関係する有

力な階層の墳墓も想定されるのである。

註

1)このような木棺は高松塚古墳をはじめ、類例が増加している。しかしながら、終末期の木柁が全て組手によ

る接合木棺ではなく、簡略化された木棺も数多く確認されている。例えば、大阪府柏原市の田辺古墳群では、

確認含れた 5基の木棺はいずれも両側板の問に座板を挟み、その小口部に小口板を落し込む組合式木棺であ

るが、平尾山古墳群では両者が存在している。

木下保明はか 『旭山古墳群発掘調査報告J 「京都市埋蔵文化財研究所調査報告 第5冊」財団法人 京

都市埋蔵文化財研究所 1981年

花田勝広 『田辺古墳群、墳墓群発掘調査概要』 「柏原市文化財概報」1986-N 柏原市教育委貝会 1987 

年

北野 重 『平尾山古墳群一太平寺山手線建設に伴う その3-』 「柏原市文化財概報」 1989ー[I[ 柏

原市教育委員会 1990年

北野 重 r平尾山古墳群平野・大県支群ーミニゴル7場建設に伴う一』 「柏原市文化財概報J1991-

I[[ 柏原市教育委員会 1992年

2)中村 浩はか 「陶邑lIIJ 「人阪府文化財調査報告書第30輯」 大阪府教育委員会 1978年
3)田辺昭三 『須恵器大成j 角川書店 1981年

4) 山磨康乎 『寒風古窯址群』 「岡山県埋蔵文化財発掘調査報員」 37 岡山県教育委員会 1978年

5)岡田 博 「士橋窯址出士遺物についてj 「岡山県埋蔵文化財報告J13 岡山県教育委員会 1983年

6)井上 弘ほか 「上竹西の坊遺跡j 「岡山県埋蔵文化財発掘調査報告」 69 岡山県教育委貝会 1988年

7)註 4に同じ

8)註 5に同じ

9)村上幸雄ほか 「西団地内遺跡群l 「総社市埋蔵文化財発掘調査報告」 9 総社市教育委員会 1991年

10)倉敷市二子に所在。山陽自動車道建設に伴い、 1986年5月-8月と1987年4月-6月の 2度にわたって、岡

山県古代吉備文化財センターによって発掘調査が実施された。「岡山県埋蔵文化財発掘調査報告82」に収載予

定。

11)虜郡北房町上中津井に所在。

大谷1号墳発掘調査団 I大谷 1号墳j 岡山県上房郡北房町教育委員会 1989年
12)上房郡北房町上中津井に所在。

岡山大学考古学研究室定北古墳発掘調査団によって、 1990年から 4次にわたって発掘調杏が実施された。

I定北古墳発掘調査 現地説明会資料J 1992年
13)大澤正己氏による炉壁片分析結果を付載している。参照のこと。

14)現在のところ、本古墳の周辺では製鉄に関係する遺構は確認されていない。しかしながら、笹ヶ瀬川を挟ん

だ東側の津高（ダイミ山山塊）では、製鉄遺構（鍛冶炉、炭窯）が確認され、佐良池古墳群では鉄滓、炉壁
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片が副葬されていたことから、製鉄遺跡との関係が想定されており、本古墳周辺の丘陵部で将米、製鉄遺構

が発見される可能性がある。

岡山市教育委員会 「津高住宅団地造成地内遺跡 発掘現地説明会資料」 1991年
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図版 1

1 . 古墳近景 （北から）

2. 古墳近景 （南西から）
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図版2

I. 墳丘表土除去後（南南東から）

2. 墳丘表土除去後（北北西から）
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図版3

1 . 天井石検出状況（南北から）
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図版4

1 . 埋葬主体検出状況 （南南東から）

2. 埋葬主体 （木棺痕跡） 検出状況（南南東から）
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図版5

1 . 埋葬主体 （木棺痕跡）検出状況 （北北西から）

2. 床面での鉄釘出土状況 （南南東から）
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図版 6
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図版7
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図版 8

1 . 石室側壁 （東側）

2. 石室側壁 （西側）
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図版 9

,,_. 

4. 石室基底部の根石

2 石室掘り方 （奥壁部） 5 石室基底部の根石
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図版 11
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図版 12
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図版 13

`
9
 ，
 

し ー、.. ・・. 

炉壁片
裏

3. ．
 t
-

,"る
屑

•• 

l
 

鉄釘拡大写真

ら、

出土遺物

-1-13-



図版14

ら`

ヽ
i
1
f
14り
.

lot 

"' ＇ ,
 

ィ.

”a
 

，
 

り
し
こヽ

•. 
＂ょぢ

fヽ
£
A
'‘
•• 

.”閉
1->
P

ef9"’
 

95-t 

出土 遺 物

-1-1-1-



白壁古墳

ー

-145-



ー白壁古墳ー

凡 例

1 . 本書は日本道路公団の委託により、山陽自動車道の建設に先がけて、平成3年に岡山県教
しらかペ

育委員会が実施した岡山市横井上字中ノ谷1064-12所在の白壁古墳の発掘調査報告書である。

2. 発掘調査は平成 3年 1月10日-1月308まで実施した。

3. 発掘調査は、岡山県古代吉備文化財センター職貝松本和男、佐守学が担当し、地元有志の

方々の協力を得て実施した。

特に白壁古墳の地楕者である野上忠男氏（岡山市住吉町 1-41-1) には、用地外にもかか

わらず、墳丘の樹木伐開や墳丘測量でご協力をいただいた。記して感謝いたします。

4 . 発掘調査の実施にあたっては、「山賜自動車道建設に伴う埋蔵文化財保護対策委貝会」の指

導を受けた。

5 . 出上遺物の整理はセンター津寺事務所と学南町発掘調査事務所で行った。

6. 本報告書の執筆、編集は松本が行った。

7 . 報告書に記載された高度値は海抜高であり、方位は特に示さぬかぎり磁北である。

8. 報告書で用いた時代区分は、一般的な政治区分に準拠し、それを補うため文化史区分、世

紀を併用している。

9. 報告書に関係する遺物、実測図、写真、マイクロフィルム等は岡山県古代吉備文化財セン

ター（岡山市西花尻1325-3)に保管している。
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第 1図 山陽自動車道と発掘調査遺跡位置図（黒丸印）
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1. 調査の経過

1 . 調査の経過

(1) 発掘調査に至る経過

山陽自動車道は、吹田市を起点とし、瀬戸内海沿岸を結んで山口市に至る総延長約460kmの高

速自動車道である。この道路は、東は神戸市北部で中国縦貰自動車道と合流し、西では中国横

断自動車道、瀬戸中央自動車道等に接続する、山陰地方、四国地方を結ぶ広域幹線道路網の中

心となる高速自動車道である。

1971年に基本計画が策定され、翌年にはルートが決定した。これを受けて、岡山県教育委貝会

が建設省、日本道路公団と協議を行い、第 6次施行命令区間である姫路～備前間、倉敷～福山

間の発掘調査を順次実施してきたのである。

第7次施行命令区間である岡山～倉敷間（約27.4km)は1973年10月19Bに整備計画が決定し、

同日付で日本道路公団に施行命令が出された。そして、 1977年1月13日に実施計画が許可され、

同年10月29日に路線発表されたのである。

日本道路公団（以下、公団）の委託を受けた岡山県教育委員会は、用地買収の完了している

岡山ジャンクション周辺に所在する遺跡群（津寺遺跡、三手遺跡、政所遺跡）、岡山西インター

近くの高塚遺跡（第 3図）の発掘調査を調査貝の大幅増貝による組織強化で大規模に実施した。

その結果、用地未買収の一部を残して、平成2年12月で調査が終了したため、第 7次施行命令

区間に未調査遺跡の 1つとして残る白壁古墳の発掘調査が平成3年 1月10日から実施された。

本古墳は山陽自動車道の本線敷からはずされてはいるが、墳丘の約 1/3程が用地内にありカ

ットされるため、カット部分のみ調査を実施した。なお、調査が用地内だけでは充分な成果が

得られないため、用地外地権者の同意を得て墳丘全体の樹木伐開後、墳丘測量を実施して用地

内の発掘調企を開始した。

調査は用地内墳丘の表士排除後、トレンチを 4ヶ所に設定して墳丘規模等について確認した。

瑣頂部は大規模な石材抜取による大穴で、内部主体である横穴式石室の奥壁一部が露出してい

たが、調査の結果、羨道部の左側壁が検出されたため、横穴式石室墳であることが確実となっ

た。墳丘は径約19m、墳丘高は前方墳端から約3.5m以上あったと推定される円墳であることが

判明した。なお、古墳築造の時期については確認することができなかっ。

(2) 発掘調査の体制

発掘調査は日本道路公団と岡山県の委託契約に基づき岡山県教育委員会があたり、調査の専

門的指導および助言を得るため、岡山県遺跡保護調査団の推薦を受けた下記の方々に「山陽自

動車道建設に伴う埋蔵文化財保護対策委員会」の委員を委嘱した。
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山陽自動車道建設に伴う埋蔵文化財保護対策委員

鎌木義昌 岡山理科大学 稲田孝司岡山大学 1991年から

水内呂康 岡山県文化財保護審議会委員 士井基司岡山大学 1991年から

西川 宏 山陽女子高校

間壁殴子 倉敷考古館

根木 修 岡山市教育委貝会

高見周夫 岡山県遺跡保護調査団

新納 泉 岡山大学 1991年まで

西岡憲一郎 岡山県遺跡保護調査団 1991年まで

岡山県教育委員会文化課

課 長 鬼澤佳弘

課長代理 光吉勝彦

課長補佐（埋蔵文化財係長） 伊藤 晃

主 査 藤川洋二

岡山県古代吉備文化財センター

所 長 長瀬日出明

次長（調査第 1課長） 河本 清

総務課

総務課長 竹原成信

課長補佐（係長） 藤本信康

調査第3課

課 長 正岡睦夫

課長補佐（係長） 松本和男（調査担当）

文化財保護主事 佐守 学（調査担当）

2. 位置と環境

白壁古墳は後期古墳で、岡山市の北西、吉備高原南縁の丘陵地帯に位置する古墳である。古

墳は岡山市街地に接する北西低丘陵にある笠井山（標高334.8m)から南西に派生する丘陵（標

高47m)の南側斜面に所在し、行政区画は岡山市横井上字中ノ谷1064-12に属する。

古墳は東から西に延びる丘陵の南側斜面に 1基のみ独立して存在している凡

白壁古墳は旧備前国の西部に位置し、旧郡名は津高郡で、平安時代に編纂された『和名抄J
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では津高郷の地域に当たる所である。

当古墳の所在する丘陵には他に遺跡は現在確認されていないが、北側の丘陵には後期古墳の群

躾墳が2ヶ所認められている。津高のダイミ山山塊には著名な弥生時代の墳丘墓である都月坂

2号墳2)、最古の埴粕である「都月型」を出J::.した古墳時代前期初頭の都月坂 1号墳3)、七つt丸

1号墳4)などがある。ダイミ山の北側丘陵には、団地造成に伴う発掘調査によって弥生時代中期

末から古墳時代末の遺構が多数発掘されている。特に注Hされる遺構として、奥山遺跡では製

鉄炉、長形炭窯、猪ノ坂南遺跡東地点で製鉄炉、猪の坂谷尻遺跡、立越南遺跡、新田上南遺跡、

猪ノ坂東遺跡南斜面において長形炭窯が発掘され、この地域で6世紀末-7世紀代に大規模な

鉄生産が行われていたことが確認されている5)。このように、丘陵上には弥生時代中期～古墳時

代の重要な遺跡が確認されている地域である。

笹ヶ瀬川右岸の沖積地には今まで遺跡が確認されていなかったが、山陽自動車道建設に伴う

発掘調査で縄文時代後期～中世の遺物が出士する田益遺跨6)が発見されており、今後さらに集落

址が発見されるであろう。丘陵には遺跡が少なく、わずかに弥生時代の集落址2ヶ所、前期古

墳 1甚、後期古墳2基、終末期古墳 l基が確認されているのみである。丘陵の南側斜面、坊主

山山塊との間に三ヶ所の古瓦出土地点が存在する'1つは富原字荒神にある富原北廃寺”である。

この寺院址は出tした瓦から白鳳時代に創建したと考えられる。四至は瓦の出土楊所からみて

方―町の寺域が推定されるが、伽藍配置等については不明である。この富原北廃寺から約400m

南西の丘陵斜面には、富原遺

跡から出土する奈良時代の瓦

を焼成した上の段窯址が存在

する。

富原北廃寺の南400mに所在

する富原遺跡は、かつて富原

南廃寺、オの木廃寺と呼ばれ

ていたものである8)。遺構につ

いては不明であるが、出土瓦

が奈良時代のものであり、し

かもこの遺跡のすぐ南側を古

代山陽道が東西に走っている

ため、近年では富原遺跡を津

裔駅家に想定する説が有力で

ある 9)0

広島県

〇印●m

L----

第 2図 遺跡の位置 （黒丸印）
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このように、富原地区には白鳳時代創建

の富原北廃寺、奈良時代の駅家（津高駅）、

それに伴う瓦窯址など重要な遺跡が集中し

ている地域である。

註

1)用地外に古墳らしきものが 1ヵ所だけ地形図で

認められ、現地踏査を実施したが、既に地形が

大規模に改造され、古墳の存在を確認すること

ができなかった。

2)近藤義郎 「都月坂2号弥牛墳丘墓」 I個山

県史』第18巻考古資料岡山県 1986年

3)近藤義郎 「都月坂 1号墳」 『岡山県史』第18

巻岡山県 1986年

4)近藤義郎他 「岡山市 七つi丸古墳群」 七つ

t丸古墳群発掘調査団 1987年

表ー 1 遺跡名称一覧表

番号 名 称 番号

1 富原西奥古墳 18 

2 富原大池奥山遺跡 19 

3 白壁古墳 20 

4 青谷3号墳 21 

5 青谷 5号墳 22 

6 田益遺跡 23 

7 荒神廃寺 24 

8 上の段窯址 25 ， 矢望城廃寺 26 

10 坊主山遺跡 27 

11 烏山城 28 

12 都月坂 3号墳 29 

13 都月坂 2号墳 30 

14 都月坂 1号墳 31 

15 都月坂 4号墳 32 

16 半田山城 33 

17 お塚様古墳 34 

2. 位罹と環境

名 称

立越南遺跡

奥池古墳群

奥池遺跡

立越北遺跡

播鉢池古墳群

佐良池谷尻古墳群

新田上南遺跡

新田上西遺跡

新田上遺跡

新田上束遺跡

猪ノ坂東遺跡

猪ノ坂谷尻遺跡

猪ノ坂南遺跡

猪ノ坂遺跡

猪ノ坂束古墳

白壁奥遺跡

猿場古墳群

5) 岡山市教育委員会 「津高住宅団地造成地内遺跡発掘現地説明会資料」による。 1991年

6) 1991年に岡山県古代吉備文化財センターが発掘調査を実施している。報告書未刊

7)富原北廃寺の名称は永山卯三郎が津高北寺と呼んでいたが、巌津政右衛門は富原荒神廃寺という名称を与え

ていた。「岡山市遺跡地図」では荒神廃寺と記載されている。

永山卯三郎著 「岡山県通史』上編 岡山県通史刊行会 昭和59年複刻

巌津政右衛門 「岡山平野の平地伽藍」 『岡山市史』古代編 岡山市 1962年

岡山市教育委貝会 「岡山市遺跡地図」 1983年

8)永山卯三郎は津高南寺ないしオの木、矢望城と称している。巌津政右衛門は富原矢望城廃寺、「岡山市遺跡地

図Jでは矢望城廃寺と記載されている。

文献は註 1に同じ。

9)高橋美久二 「情報を制するものは」 『古代史復元 9 古代の都と村j 講談社 1989年

伊藤晃 「富原北廃寺• 富原遺跡」 『岡山県史」第18巻岡山県 1986年
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3. 発掘調査の概要

3. 発掘調査の概要

(1) 墳丘と周堀（第 5-8、10図、図版2-2、3-1、4-3、5-1) 

白壁古墳は白壁集落の谷奥に所在する。古墳はこの谷奥の南斜面に位置し、前面には灌漑用

の池がある。古墳はこの池を作る際に一部破壊しているようである。

古墳の位道する丘陵斜面は緩やかであるが、かなり大ぎな墳丘であるため、容易に確認できた。

調査前の現況は、墳丘中央部を中心に 8Xl0mと2Xl.5m程の穴が2ヶ所認められた。大き

な穴は内部主体である横穴式石室が存在していた位置であり、奥壁の一部を除いてほとんどが

持ち去られているようである。地元の人々によれば、これらの石材は古墳の南にある池堤の基

礎に使用されているということであった。

このように墳丘中央部には石材抜取りによる大きな陥没かみられたが、墳丘は良好に残存して

おり、古墳規模を直径19m、高さが前方墳端から約3.6mの円墳と想定した。

発掘は用地内だけの限定調査であったため、用地外に残る内部主体である横穴式石室や墳丘

の調査は出来なかったが、調査の結果、墳丘は径19m、墳丘高は前方墳端から約3.5m以上あっ

たと推定される円墳であることが確認できた。

墳丘は第 2トレンチの断面観察によれば、墳丘下の旧表士層を削平して、平担面をつくった

後に築造しており、現状の盛士は約2m程残存する。第 5-11、13-17層が盛上に相当すると

考えられる。第 1トレンチでは第 5-8層が盛土である。盛土はほぼ一定の厚さで築造され、

暗灰色土と黄褐色土で交互に積まれている。特に墳端部は丁寧に築成されているようで、墳丘

裾に角礫の石列が認められた。石列は墳丘の北西部に長径5-25cmの角礫が墳丘裾部を取り巻

くように出上した。これは墳丘盛士内にくい込む様に認められるものと周堀内に流出している

ものがあるが、これらの石列は墳丘築造時に人為的に置かれたものと考えられる。（第10図）

周堀は調査区南側では池堤のため確認できなかったか、山側の北側では検出できた。周堀は

墳形と同じ円形となるように地山面を掘削しており、確認された最大幅は約2.5m、深さ約0.8

mを測る。断面形は「U」字形を呈し、底部幅は1.2-1.Smである。埋土は第 1トレンチでは

丘陵上部からの流入土で、第 2トレンチでは墳丘上からの流入土で埋まっていた。

(2) 横穴式石室（第 7、9図、図版3-2、4-1、2) 

当古墳の内部主体は横穴式石室である。石室は用地外であるため未調査であるが、石材抜取

による大穴で露出している奥壁と今回の調査によって確認された羨道左側壁の基底部石から、

全長約12mの南に開口する横穴式石室墳であることが判明した。

1 . 羨道

第3トレンチによって、当古墳の羨道が長さ約 2m程かろうじて確認できた。検出された羨
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道は左側壁の基底部石である。構築は割石の平担面を内側にし、壁面はそろえているが2段目

以上は存在しなかった。なお、確認された 6個の基底部石は長さ30-60crn、幅30-65cm程度の

石材である。

{3) 出土遣物（第11、12図、図版6)

出土遺物は須恵器だけである。遺物はいずれも第 4トレンチ周辺の周堀内から出士した。須

恵器は少破片であり、その出土量はコンテナ整理箱に 2箱である。器種は甕(1)-(4)、(6)、(7)と

長頸壺(5)だけであった。甕は口縁部の形態から 5個体分あり（第11、12図）、 (1)と(2)、(3)の間に

は時代幅が存在するようである。

4. ま と め

白壁古墳は白壁部落の谷奥にほば孤立した状態で所在する古墳である。発掘は用地内という

限定調査であり、内部主体を調査しなかったため、古墳の詳細は今後の課題としなければなら

ないが、調査結果をもってまとめとしたい。

古墳は墳丘が径19mのかなり大きな円墳であり、内部主体は約12m程の横穴式石室墳である

ことが推察できる。出壬遺物は甕と長頸壺のみであり、年代幅がある。 (1)は7世紀前半頃のも

のと思われるが、(2)-{4)、(6)はそれ以後のものと思われる。(5)は7世紀後半頃のものと思われる。

これらの遺物からみて、今回出土した遺物は古墳築造時期の遺物ではなく、追葬時の副葬品

であったと考えられる。

恐らく当古墳は、 6世紀後半頃に築造され、 7世紀後半-8世紀代まで数次の追葬が行なわ

れていた古墳と考えられる。

表ー2 土器観察一覧表

挿因 種 器 法凪 (cm)
形態• 手法の特徴 色 調 胎 土 備考番号 別 種 口径 底径 器高

須 口緑部は斜め上方に立ち上る。口悟部は折返し、肥 外面青灰色 1 mm以下の砂少 約
1 古、,:.,甕 23.2 (44.4) 厚している。端部は丸い。外面は平行タタキとハケ 内面暗青灰色 粒を含む。 1/2 
器 目。内面は同心円文のタタキ目である。 残存

ロ緑部は斜め上方へ立ち上る。端部は丸い。外面は 外面緑灰～ 1 mm以下の砂 約
2 II II 21.4 50.2 上位が横位のハケ目、下位は乎行タタキ。内面は同 暗緑灰色 粒、長石を含 1/2 

心円文のタクキ目がある。 内面斉灰色 む。 残存
ロ縁部は斜め上方へ立ち上る。外面上位は横位のハ 内外面とも緑灰 2 mm以下の砂 1/2 

3 II 11 23.6 (45 .6) ケ目、下位は平行タタキと横位ハケ目。内面は同心 色 粒を含む。 強残
円文のタタキ目である。 存

4 II II 口緑部は斜め上方へ党ち上り、端部はわずかに肥厚 外面暗緑灰色 微砂含む。
する。内外面ともヨコナデ。 内面緑灰色

5 II 空ja  長頸壺の頸部である。外面に一条の凹線あり。内外 内外面とも青灰 1 mm以下の砂少
面ともヨコナデ。 色 粒含む。

6 II 甕 16.2 
口縁部は斜め上方に立ち上り、端部は上方にのぴる。 内外面とも暗宵 微砂を含む。
内外面ともヨコナデ。 灰色
外面は平行タタキ後、横位のハヶ目をする。底部は 内外面とも緑灰 2 mm前後の砂

7 II II 乎行タタキだけ。内面は同心円文を呈した青海波文 色 粒を含む。
がみられる。底部は半円弧状のタタキ目痕である。
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図版 1

1 . 古墳遠景（南西から）
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図版 2
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図版 3

2. 第3トレンチ （南から）
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付載

富原西奥古墳出土鉄滓と乎瀬2号墳

出土小鉄塊の金属学的調査

大澤正己
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概要

7世紀中葉の富原西奥古墳出土鉄滓と平瀬2号墳出土小鉄塊を調査して次の事が明らかとな

った。

< 1〉 富原西奥古墳出土の炉壁溶融ガラス質鉄滓は、砂鉄製錬の炉壁である。ガラス質ス

ラグ中には半還元砂舒泣ゞ残存し、二酸化チタン (Ti02)が1.71%含有される。炉材粘土の耐火

度は1,300℃であった。

く2〉 平瀬2号墳からは小鉄塊が検出された。鉄塊は亜共折鋼 (C: 0. 77%以下）であっ

た。この小鉄塊は製鉄炉から取り出した直後の荒鉄である。精錬鍛冶による成分調整を施すこ

とにより鉄素材となる。古墳供献には鉄滓以外に小鉄塊の存在を示す貴重な例である。表皮付着

スラグや非金属介在物が検出されなかったので製鉄原料が砂鉄か鉱石かの分類はできなかった。

1. いきさつ

富原西奥古墳は岡山市富原に所在する。当古墳は 1辺が9mの方形を呈し、現存墳丘高は約

2mを測る。内部主体は無袖の横穴式石室で、石室長さは302cm、幅69cm、高さ68cmを測る。 1

枚の平石の天井石が認められた。石室床面で長さ約184cm、幅約32cmを測る木棺痕跡が1基検出

されている。供試材は墳丘周辺より少量出土したが、その中の 1点である。羨道部付近の撹乱

層で出土した須恵器から 7世紀中葉の築造と推定されている凡

平瀬2号墳は岡山市平瀬地内に含まれる。その位置するところは旭川右岸、宗谷山の西山裾

である。小円墳5-6某で支群を形成するが、このたび発掘調査の対象となったのはうち 3基

の無袖横穴式石室墳。平瀬2号墳から移しい量の玉類が検出され、これを機に床面ちかくの土

砂すべてを採集し洗浄したところ、ここに報告する小鉄塊が混入していることに気付いたので

あった。

2. 調査方法

2-1 供試材

Table 1に示す。供試材は、富原西奥古墳出土のガラス質鉄滓及ぴ平瀬古墳出土小鉄塊の各

1点である。

Table 1 供試材の履歴と調査項目

計澗値 調 査 項 目

符 号 遺跡名 試 料 出土位霰 推定年代
大きさ 問 ピ断ッ面カ硬ー度ス(mm) 顕微鏡組織 CMA 化学組成

TND-lB 富原西奥古項 ガラス質鉄滓 坑丘表土中 7C中葉 32X58X26 59 

゜ ゜HRS-1 平瀬2号墳 4、鉄塊 床 面 6C後半 25X27Xl8 14 

゜ ゜ ゜
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2-2 調査項目

(l} 肉眼観察

(2) 顕微鏡組織

(3) ビッカース断面硬度

(4) CMA (Computer Aided X-ray Micro Analyzer)調査

(5) 化学組成

(6) 耐火度

3. 調査結果

3-1 富原西奥古墳出土品

TND-1B 炉壁溶融ガラス質鉄滓

① 肉眼観察

灰黒色のガラス質鉄滓と裏面は淡赤色粘土である。

② 顕微鏡組織

Photo 1の①～③に示す。鉱物組成は暗黒色ガラス質スラグ中の局部に半還元砂鉄が残留す

る。①は暗黒色ガラス中に砂鉄粒子が還元される途上で、白色多角形のウルポスピネル

(Ulvospinel : 2FeO・Ti02)と針状結品のイルミナイト (Ilmenite:FeO・Ti02)へ分離成長す

る手前の状態組織である。②③はまだ砂鉄粒子が半還元の状態で止まっている。当炉は装入さ

れた砂鉄はチタン (Ti)の高い塩基性砂鉄と想定される。岡山市内では足守中遺跡では塩基性

砂製錬が確認されている丸

③ 化学組成

Table 2に示す。炉壁粘土の溶融物なので鉄分少なくガラス質成分が主体となる。すなわち、

全鉄分 (Total~e) 6.37%に対して金属鉄 (MetallicFe) 0. 04%、酸化第 1鉄 (FeO)1.87%、

酸化第2鉄 (Fe20s)7. 00%の割合である。ガラス質成分 (Si02+ Al203 +CaO+ MgO+ K20+ 

Na20)は87.90%である。このうちの酸化アルミニウム (AbOs)は11.45%と低目なので、耐

火度の高温は望めない。二酸化チタン (Ti02)は粘士自身の値であり砂鉄粒子は量か少ないの

でこれからの影響はないものと考えられる。粘土組成は倉敷市に所在する各遺跡のものに近似

する叫

④ 耐火度

炉壁粘土は高温度に加熱されても軟化しなくて、温度の急変にあっても膨張収縮による亀裂

を起さぬ事が要求される。それらの目安に耐火度の測定を行なっている。粘土の軟化現象を示

す温度は1,300℃であった。古代製鉄炉材として使用されているレベルである。
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3-2 平瀬2号墳出土品

HRS-1 小鉄塊

① 肉眼観察

鉄錆に覆われて赤褐色を呈した梅干形の14gの小鉄塊。表面には亀裂が走り、磁性が強く僅

かに金属鉄の残留が予測された。

② 顕微鏡組織

Photo 1の④～⑧に示す。金属鉄は極く微小残存した。ピクラル（ピクリン酸飽和アルコー

ル液）浴腐食でパーライト (Pearlite: フェライトとセメンタイトが交互に重なり合って構成さ
アル7ア-

れた層状組織。フェライトとは a 鉄または純鉄を指す。セメンタイトとは鉄と炭素の化合物

で Fe3Cで表わされる）が現われた。パーライトの占める面積は炭素含有醤の増加にともなっ

て増し、焼きならし状態では0.4%前後で約半分、 0.77%で全部パーライトとなる。該当の炭素

含有畠は亜共折鋼の0.5%前後と推定される。鉄器加工用として適当なものであろう。ただし、

鉄素材として精錬鍛冶を行なった場合、当然一部は酸化を受けて脱炭される。

③ ビッカース断面硬度

Photo 1の④に金属鉄の炭素含有量の推定を目的とした硬度測定を行なった結果の圧痕写真

を示す。硬度値は240Hvであった。製鉄炉内の焼ならし状態の組織であって炭素量は0.5%前後

とすると、硬度値としては妥当なところであろう。

④ CMA調査

Photo 2のSE(2次電子像）に示した非金属介在物らしきものを目標に分析したが外れて

いた。基地鉄の分析なので鉄 (Fe)のみの検出となった。微量の硫黄 (s)が認められたが、

これは士壌汚染の影響と考えられる。
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4. ま と め

富原西奥古墳出土の炉壁溶融ガラス質鉄滓は 7世紀中葉の砂鉄製錬を証明する。砂鉄はチタ

ン (Ti)分の高い塩基性（赤目系）が想定された。鉄滓中の半還元砂鉄からウルポスピネル

(Ulvospinel : 2Fe0・Ti02)やイルミナイト (Ilmenite: FeO・Ti02)への移行が認められた。

炉壁に使われた粘士は、酸化アルミニウム (Ab03)の低いもので、耐火度は高温力憎籾汲註）の

であった。耐火度は1,300℃を示す。倉敷市の古代製鉄で使用されたレベルで実用上支障ない品

位である。

平瀬 2 号墳には小鉄塊が供献されていた。小鉄塊の炭素含有量は0.5%前後で~ して

は良好な品位である。製鉄集団の古墳副葬に鉄滓以外に小鉄塊が岡山県下で確認できた意義は

大きい4)。製鉄の目的は小鉄塊の確保である。

註

1)岡山県古代吉備文化財センター「岡山県埋蔵文化財報告J19 1989 
2) 岡山市教育委員会調査。鉄滓分析は当方で行なっているが未報告。

3)菅生小学校裏山遺跡、西坂古墳、矢部奥田遺跡、矢部古墳群Aらの炉壁粘土である。

4)福岡県下の古墳供献小鉄塊例は下記の拙稿に報告済みである。

大澤正己「古墳出土鉄滓からみた古代製鉄」 r日本製鉄史論集」たたら研究会1983 109頁
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